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第
80
回
同
窓
会
総
会
が
６
月
13
日
に
開

催
さ
れ
た
。
轡
田
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続

き
新
任
の
福
田
雅
人
校
長
か
ら
学
校
の
現

状
や
取
り
組
み
を
お
話
い
た
だ
き
挨
拶
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
原
さ
ん
を
議

長
に
選
出
し
、
第
80
回
同
窓
会
総
会
の
事

業
報
告
は
左
記
の
と
お
り
報
告
さ
れ
た
。

決
算
報
告
、
監
査
報
告
に
引
き
続
き
事
業

計
画
。
例
年
通
り
の
事
業
内
容
だ
が
、
今

年
の
同
窓
の
夕
べ
の
開
催
を
決
定
。
５
年

お
き
の
名
簿
の
発
行
が
２
０
２
３
年
な
の

で
作
業
進
行
を
報
告
。
滞
り
な
く
終
了
。

即
、
散
会
と
な
る
。

令
和
４
年
度
事
業
報
告

自
・
令
和
４
年
４
月
１
日

至
・
令
和
５
年
３
月
31
日

１
、
会
議
・
行
事
に
関
す
る
事
項

令
和
４
年
（
2
0
2
2
年
）

　

４
月
８
日　

第
77
回
入
学
式

　
　
　
　
　
　
　

入
学
生
91
名

　

５
月
11
日　

役
員
会	

　

６
月
１
日　

第
79
回
定
時
総
会

　
　

ラ
・
カ
ン
パ
ー
ニ
ュ
ホ
テ
ル
深
川

令
和
５
年
（
2
0
2
3
年
）

　

２
月
28
日　

同
窓
会
入
会
式

　
　
　

入
会
者
89
名

（
轡
田
会
長
・
三
上
幹
事
長
出
席
）

　

３
月
１
日　

第
75
回
卒
業
式

　
　
　

卒
業
生
89
名

（
轡
田
会
長
・
三
上
幹
事
長
出
席
）

【
同
窓
の
集
い
】

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
中
止

【
激
励
会
】

　

令
和
４
年　

４
／
25　

５
／
31

　
　
　
　
　
　

７
／
22　

９
／
５

　
　
　
　
　
　

12
／
21

　

令
和
５
年　

２
／
28　

計
６
回

（
轡
田
会
長
・
三
上
幹
事
長
出
席
）

　

※
報
告
…
４
月
13
日��

会
計
監
査
済
み

２
、
会
報
の
編
纂
・
名
簿
の
作
成
事
業

　

同
窓
会
会
報
「
湧
雲
」

　
　

令
和
５
年
３
月
１
日
発
行　

第
14
号

　
　

印
刷
サ
ラ
ト

　
　

�（
協
賛
者
と
卒
業
者
と
４
年
毎
の
会

員
の
み
に
送
付
）

　

令
和
５
年
度
版　

会
員
名
簿
発
刊

　
　

令
和
５
年
８
月
完
成
発
送

３
、
母
校
の
後
援
に
関
す
る
事
業

　

①�

第
二
次
10
年
計
画
に
よ
る
前
庭
の
植

栽
の
点
検

　

②
各
部
で
活
躍
す
る
在
校
生
へ
の
支
援

　
　
　

�

体
育
系
・
文
化
系　

全
国
・
全
道

大
会
へ
出
場
す
る
生
徒
へ
の
支
援

「
激
励
会
」

　

③�

10
／
８　

第
14
回
卒
業
記
念
植
樹

「
ド
ロ
ノ
キ
」　

生
徒
６
名

　

④
会
旗
、
部
旗
、
健
闘
幕
作
成
貸
与

４
、�

会
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
に
関
す
る

事
業

　

①
同
窓
の
集
い

　
　

末
尾
「
３
」
期
開
催
可
能
か

　

②�

各
支
部
現
況
報
告

　
　
（
同
窓
会
会
報
に
て
報
告
）

　

③
各
期
の
動
き

　
　
（
同
窓
会
会
報
に
て
報
告
）

５
、�「
緑
の
学
舎
運
営
委
員
会
」《
令
和
４

年
度
・
事
業
報
告
》　

別
項
に
て
５

年
度
分
掲
載

６
、�

そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め

必
要
な
事
業

　

①
同
窓
の
部
屋
の
収
蔵
品
の
収
集
継
続

　

②
記
念
誌
・
名
簿
・
Ｃ
Ｄ
の
在
庫
状
況

　

③�

写
真
パ
ネ
ル
…
現
有　

90
枚
余
所

蔵
、
管
理
保
管
は
学
校

2022年 一般会計報告
収入の部

項　　目 一般会計

前期繰越金 63,047

入 会 金 133,500

振 替 金 200,000

会報コンビニ 497,960

会報郵便局分 320,624

利 息 0

合　　計 1,215,131

支出の部

項　　目 一般会計

総 会 費 86,800

役員会議費 46,904

支援激励費 115,000

事 業 費 6,660

校 歌 Ｃ Ｄ 0

会 報 費 878,383

通 信 費 6,765

印 刷 費 1,352

事務用品費 110

雑 費 1,650

予 備 費 0

次期繰越金 71,507

合　　計 1,215,131
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令
和
５
年
４
月
に
厚
岸
翔
洋
高
校
か
ら

人
事
異
動
で
当
校
に
着
任
さ
れ
た
福
田

雅
人
校
長
が
７
月
21
日
発
行
深
西
校
報

1
9
1
号
に
掲
載
し
た
ご
挨
拶
を
転
載
い

た
し
ま
す
。

　
『
学
園
の
杜
』。こ
の
言
葉
は
、本
校
の
周

年
記
念
誌
の
中
に
た
び
た
び
登
場
す
る
。

言
わ
ず
と
知
れ
た
本
校
校
庭
に
植
栽
さ
れ

た
樹
木
群
の
こ
と
で
あ
る
。私
は
教
職
に

就
い
て
道
内
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
巡
り
本

校
が
十
校
目
の
勤
務
校
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど

手
入
れ
さ
れ
立
派
な
樹
木
を
有
す
る
美
し

い
校
庭
を
持
つ
学
校
を
ほ
か
に
知
ら
な
い
。

　
『
学
園
の
杜
』。す
べ
て
は
、本
校
初
代
校

長　

古
野
俊
清
氏
の
学
校
づ
く
り
の
構
想

か
ら
始
ま
る
。「
立
派
な
校
舎
が
裸
の
状
態

で
は
、
学
習
の
揚
と
し
て
生
徒
の
心
は
安

ま
ら
な
い
。」「
校
庭
を
四
季
折
々
に
色
濃

く
彩
る
木
々
は
、
今
後
と
も
生
徒
の
健
や

か
な
成
長
を
見
守
り
続
け
て
く
れ
る
も
の

と
心
強
く
思
う
」古
野
校
長
が
抱
い
た
理

想
と
情
熱
は
、
北
空
知
地
区
住
民
の
み
な

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
数
多
く
の
樹
木

と
、生
徒
、教
職
員
、保
護
者
、地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
た
樹
木
の
運
搬
・
植
栽
作
業

と
な
っ
て
実
を
結
ぶ
。本
校
創
立
か
ら
五

年
間
で
四
千
五
百
本
も
の
樹
木
が
学
校
内

に
植
え
ら
れ
、
小
さ
な
森
を
思
わ
せ
る
ほ

ど
の
立
派
な
校
庭
が
創
り
出
さ
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
人
作
家
に
よ
る『
木
を
植
え

た
男
』と
い
う
短
編
小
説
が
あ
る
。舞
台

は
南
フ
ラ
ン
ス
の
山
深
い
地
域
。見
渡
す

限
り
水
も
な
い
荒
野
と
、
屋
根
が
吹
き
飛

び
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
ま
ま
の
家
々
や

鐘
楼
の
崩
れ
落
ち
た
教
会
な
ど
、
見
る
も

無
惨
な
廃
墟
ば
か
り
。こ
の
土
地
で
暮
ら

す
一
人
の
羊
飼
い
の
男
。家
族
を
失
い
孤

独
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
っ
た
男
が
、
人
知

れ
ず
来
る
日
も
来
る
日
も
黙
々
と
荒
野
に

ど
ん
ぐ
り
や
木
の
苗
を
植
え
続
け
る
。そ

の
後
、
三
十
年
以
上
も
の
長
い
歳
月
を
経

て
、こ
の
土
地
に
豊
か
で
美
し
い
森
が
、小

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
、
新
し
く
美
し
い
家
々

が
再
生
さ
れ
る
。未
来
に
か
け
る
夢
も
な

く
、
た
だ
死
を
迎
え
る
た
め
だ
け
に
生
き

る
人
々
が
暮
ら
す
不
毛
の
土
地
が
、
夢
と

希
望
に
あ
ふ
れ
た
幸
せ
と
く
つ
ろ
ぎ
の
土

地
へ
と
変
わ
る
。

　
『
学
園
の
杜
』。古
野
校
長
が
抱
い
た
理

想
と
情
熱
は
、
本
校
同
窓
生
の
み
な
さ
ま

に
受
け
継
が
れ
、
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の

献
身
的
な
樹
木
の
植
栽
・
維
持
管
理
作
業

に
よ
り
、
か
く
も
立
派
で
美
し
い
校
庭
が

い
ま
な
お
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。創
立

以
来
、
本
校
に
関
わ
る
多
く
の
人
々
か

ら
の「
健
や
か
で
充
実
し
た
高
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
深
西
生
へ
の
思

い
が
込
め
ら
れ
た
空
間
が『
学
園
の
杜
』な

の
で
あ
る
。こ
の
人
々
の
思
い
が
詰
ま
っ

た『
学
園
の
杜
』が
本
校
の
校
風
を
育
ん
だ

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

私
も
こ
の
思
い
に
連
な
る
一
人
と
し

て
、『
学
園
の
杜
』を
愛
し
、『
学
園
の
杜
』が

育
ん
だ
深
川
西
高
校
に
誇
り
を
持
ち
、
生

徒
や
職
員
、
そ
し
て
保
護
者
や
地
域
の
み

な
さ
ま
と
と
も
に
、
生
徒
が
夢
や
希
望
を

育
み
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

卒
業
記
念
植
樹
と
秋
作
業

卒
業
記
念
植
樹
と
秋
作
業

校
長
：
福
田

校
長
：
福
田��

雅
人
雅
人

教
頭
：
熊
谷

教
頭
：
熊
谷��

孝
宏
孝
宏

教
諭
：
池
田

教
諭
：
池
田��

和
彦
和
彦

教
諭
：
青
井

教
諭
：
青
井��

克
典
克
典

11
組
：
鵜
飼

組
：
鵜
飼��

恋
花　

古
屋

恋
花　

古
屋��

崚
真
崚
真

　
　
　

山
岡

　
　
　

山
岡��

健
巧
健
巧

22
組
：
上
川

組
：
上
川��

紗
知　

山
崎

紗
知　

山
崎��

凌
矢
凌
矢

33
組
：
吉
田

組
：
吉
田��　

颯

　

颯

委
員
会
参
加
者

委
員
会
参
加
者
：：��

轡
田
会
長
・
堀
川
・

轡
田
会
長
・
堀
川
・

岡
部
・
坪
田
・
村
中
・

岡
部
・
坪
田
・
村
中
・

東
・
山
田
・
南
・

東
・
山
田
・
南
・

　
　
　
　
　
　
　

石
川
（
雅
）・
溝
口

　
　
　
　
　
　
　

石
川
（
雅
）・
溝
口

　

前
日
（

　

前
日
（
77
日
）
に
雨
裂
か
ら
の
復
旧

日
）
に
雨
裂
か
ら
の
復
旧

及
び
整
地
作
業
を
行
っ
て
く
れ
た
山
道

及
び
整
地
作
業
を
行
っ
て
く
れ
た
山
道

は
雲
一
つ
な
い
真
っ
青
な
空
の
下
で
気

は
雲
一
つ
な
い
真
っ
青
な
空
の
下
で
気

持
ち
よ
く
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

持
ち
よ
く
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
植
樹
日
和
と

た
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
植
樹
日
和
と

な
っ
た
。

な
っ
た
。

　　

66
日
の
早
朝
に
熊
が
箱
罠
に
か
か
っ

日
の
早
朝
に
熊
が
箱
罠
に
か
か
っ

て
捕
獲
、
駆
除
さ
れ
た
と
の
情
報
を
も

て
捕
獲
、
駆
除
さ
れ
た
と
の
情
報
を
も

ら
っ
た
の
で
何
の
問
題
も
な
く
開
催
で

ら
っ
た
の
で
何
の
問
題
も
な
く
開
催
で

き
る
。
秋
の
作
業
を
取
り
奨
め
て
い
た

き
る
。
秋
の
作
業
を
取
り
奨
め
て
い
た

が
中
断
し
、
卒
業
記
念
植
樹
の
準
備
に

が
中
断
し
、
卒
業
記
念
植
樹
の
準
備
に

取
り
掛
か
る
。
生
徒
は

取
り
掛
か
る
。
生
徒
は
1111
時時
3030
分
に
到

分
に
到

着
。
先
生
を
含
め
て

着
。
先
生
を
含
め
て
1010
名
。
今
回
か
ら

名
。
今
回
か
ら

事
前
に
し
お
り
を
渡
し
て
あ
る
の
で
ア

事
前
に
し
お
り
を
渡
し
て
あ
る
の
で
ア

ナ
ウ
ン
ス
は
な
し
。
早
々
に
食
事
を
し

ナ
ウ
ン
ス
は
な
し
。
早
々
に
食
事
を
し

て
も
ら
う
。
過
去
に
は
寒
い
中
で
の
食

て
も
ら
う
。
過
去
に
は
寒
い
中
で
の
食

事
の
時
も
あ
っ
た
が
今
回
は
暖
か
く
色

事
の
時
も
あ
っ
た
が
今
回
は
暖
か
く
色

づ
い
た
景
色
を
眺
め
な
が
ら
石
碑
の
前

づ
い
た
景
色
を
眺
め
な
が
ら
石
碑
の
前

の
広
場
で
気
持
ち
よ
く
食
事
を
終
え
る

の
広
場
で
気
持
ち
よ
く
食
事
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
と
が
で
き
た
。

　

食
事
後
歩
い
て
植
樹
予
定
地
ま
で

　

食
事
後
歩
い
て
植
樹
予
定
地
ま
で

下
が
る
。
み
ん
な
楽
し
そ
う
だ
。
良

下
が
る
。
み
ん
な
楽
し
そ
う
だ
。
良

か
っ
た
ぁ
～
。
掻
き
起
し
作
業
後
の

か
っ
た
ぁ
～
。
掻
き
起
し
作
業
後
の

会
場
は
笹
も
除
か
れ
て
平
野
部
の
眺
め

会
場
は
笹
も
除
か
れ
て
平
野
部
の
眺
め

も
最
高
。

も
最
高
。
1010
年
前
の
ド
ロ
ノ
キ
の
捕
植

年
前
の
ド
ロ
ノ
キ
の
捕
植

の
ス
ペ
ー
ス
を
残
し
て
あ
る
の
で
ほ
ぼ

の
ス
ペ
ー
ス
を
残
し
て
あ
る
の
で
ほ
ぼ

中
央
部
で
の
植
樹
と
な
っ
た
。
轡
田
会

中
央
部
で
の
植
樹
と
な
っ
た
。
轡
田
会

長
、
堀
川
委
員
長
の
挨
拶
後
に
植
樹
に

長
、
堀
川
委
員
長
の
挨
拶
後
に
植
樹
に

か
か
る
。
挿
し
木
で
用
意
し
た
苗
木
は

か
か
る
。
挿
し
木
で
用
意
し
た
苗
木
は

き
ち
ん
と
根
回
し
が
で
き
な
か
っ
た
の

き
ち
ん
と
根
回
し
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
袋
の
底
を
抜
い
て
埋
め
戻
す
こ
と
に

で
袋
の
底
を
抜
い
て
埋
め
戻
す
こ
と
に

し
た
。
生
徒
は
土
を
か
ぶ
せ
る
だ
け
で

し
た
。
生
徒
は
土
を
か
ぶ
せ
る
だ
け
で

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
。
記
念
撮
影
を

あ
っ
と
い
う
間
に
終
了
。
記
念
撮
影
を

し
て
記
念
植
樹
は
終
了
。

し
て
記
念
植
樹
は
終
了
。

　

恒
例
の
展
望
台
登
頂
は
秋
沢
さ
ん
に

　

恒
例
の
展
望
台
登
頂
は
秋
沢
さ
ん
に

任
せ
て
残
り
の
作
業
に
時
間
を
費
や

任
せ
て
残
り
の
作
業
に
時
間
を
費
や

す
。
作
業
終
了
に
合
わ
せ
る
様
に
生
徒

す
。
作
業
終
了
に
合
わ
せ
る
様
に
生
徒

た
ち
も
下
山
し
て
き
た
の
で
お
礼
を
兼

た
ち
も
下
山
し
て
き
た
の
で
お
礼
を
兼

ね
て
お
見
送
り
を
す
る
。
来
年
も
こ
ん

ね
て
お
見
送
り
を
す
る
。
来
年
も
こ
ん

な
天
気
な
ら
最
高
だ
！

な
天
気
な
ら
最
高
だ
！

深
川
西
高
等
学
校

校　

長
福
田　

雅
人

第
14
回
卒
業
記
念
植
樹
報
告

�

２
０
２
３
／
10
／
８

「
学
園
の
杜
」
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体
験
入
学

　

９
月
27
日
（
水
）
に
体
験
入
学
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
近
隣
の
中
学

生
・
保
護
者
・
引
率
教
員
な
ど
合
わ
せ

て
１
１
９
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
行
事
や
学
習
・
進
路
の
説
明
は
も

と
よ
り
、
ま
ず
は
現
場
を
知
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
で
授
業
見
学
・
部
活
動

見
学
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
在
校
生
が
参
加
し
て
の
座
談
会
で
は

「
先
輩
か
ら
の
話
が
分
か
り
や
す
か
っ

た
」「
進
学
後
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
」

な
ど
の
声

が
出
て
い

ま
し
た
。

同
時
に
保

護
者
・
教

員
対
象
の

学
校
状
況

説
明
も
行

い
ま
し
た
。

こ
の
体
験

入
学
が
進

路
選
択
の

参
考
に
な

る
こ
と
を

祈
る
ば
か

り
で
す
。

体
育
祭

　

８
月
22
日
火
曜
日
に
体
育
祭
を
実
施

し
ま
し
た
。
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
熱

中
症
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
７
種
目

の
競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

対
抗
リ
レ
ー
や
五
色
綱
引
き
な
ど
大
き

な
声
援
や
か
け
声
が
響
き
、
ク
ラ
ス
の

団
結
が
一
層
強
ま
っ
た
体
育
祭
と
な
り

ま
し
た
。

カ
タ
リ
場

先
輩
の
大
学
生
が
ア
ド
バ
イ
ス

�

経
験
談
か
ら
学
び
を

　

２
年
生
が
、
大
学
生
の
経
験
談
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
自
分
自
身
と
向
き
合

い
進
路
選
択
に
役
立
て
て
も
ら
う
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
カ
タ
リ
場
」
が
11
月
６

日
に
行
わ
れ
た
。

　
「
カ
タ
リ
場
」
は
、
首
都
圏
の
大
学

生
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
０
１
年
に
ス

タ
ー
ト
。
大
学
生
を
中
心
と
し
た
ス

タ
ッ
フ
が
高
校
生
の
本
音
を
聞
き
出

し
、
将
来
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て

も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
大
学
生
を
中

心
に
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
主
に
高
校
生

の
進
路
や
高
校
生
活
の
悩
み
相
談
を
受

け
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
当
校
で
は
深
川
市

か
ら
の
助
成
金
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度

で
11
年
目
と
な
る
。

　

北
海
道
で
は
、
札
幌
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
い
き
た
す
」（
江
口
彰
代
表
理
事
）

が
各
地
の
中
・
高
校
で
開
催
し
て
い
る
。

札
幌
圏
内
の
大
学
生
な
ど
約
30
人
が
来

校
。
２
年
生
87
人
は
４
、５
人
の
小
さ
な

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
学

生
と
座
談
会
形
式
で
交
流
し
た
後
、
大

学
生
の
体
験
談
に
耳
を
傾
け
た
。

深
川
小
・
音
江
小
・
深
西　
音
楽
交
流

　

１
月
19
日
に
、深
西
の
３
年
生
の
「
総

合
音
楽
」
選
択
者
20
名
が
深
川
小
学
校

を
訪
問
し
、
授
業

交
流
を
行
い
ま
し

た
。
授
業
を
通
し

て
高
校
生
と
小
学

生
が
交
流
し
、「
子

ど
も
た
ち
が
将

来
、
進
路
を
選
ぶ

際
の
一
助
に
な
れ

ば
」
―
と
企
画
さ

れ
た
「
小
高
連
携

事
業
」
は
昨
年
、

深
川
西
高
音
楽
室

で
の
授
業
の
様
子

を
両
小
学
校
に
ラ

イ
ブ
配
信
す
る
形

で
実
施
。

　

今
年
は
、
深
川

小
学
校
の
１
・
２
・

６
年
生
と
、
音
江

小
の
２
年
生
に
深

西
の
生
徒
が
楽
器
の
紹
介
を
は
じ
め
と

し
て
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
で
幕
開
け
。

リ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ

ト
」
の
演
奏
や
ピ
ア
ノ
の
連
弾
を
披
露

し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
ギ
タ
ー
や
ウ

ク
レ
レ
、
ピ
ア
ノ
、
サ
ッ
ク
ス
に
よ
る

Ｂ
Ｇ
Ｍ
で
絵
本
「
猫
の
プ
シ
ュ
ケ
」
を

朗
読
し
、
子
ど
も
た
ち
の
感
動
を
呼
び

ま
し
た
。

対
面
式
・
部
局
紹
介

　

新
入
生
と
の
対
面
式
、
部
局
紹
介
を

４
月
11
日
（
火
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

対
面
式
で
は
先
生
の
紹
介
・
行
事
の
紹

介
・
全
校
生
徒
が
参
加
す
る
学
校
に
関

す
る
三
択
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
３
年
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　

部
局
紹
介
で
は
各
部
が
入
部
の
勧
誘

に
趣
向
を
凝
ら
し
た
発
表
や
実
演
を
行

い
ま
し
た
。
入
部
先
を
決
め
た
生
徒
は

18
日
に
は
部
活
動
結
成
会
が
あ
り
、

さ
っ
そ
く
部

活
動
が
動
き

出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

▲ 対面式

◀ 部局紹介

学
校
行
事

学
校
行
事

令和４年度卒業生進路動向
進　路 男子 女子 合計 前年度

進

学

国公立大学 2 0 2 5
私立大学 10 8 18 13
短期大学 1 11 12 18
専門学校 13 15 28 25
高等看護学院 4 6 10 7
准看護学校 0 1 1 2

就
職

公務員 6 0 6 3
民間企業 6 3 9 10

自営・家業従事 1 2 3 0
その他・未定 0 0 0 1

合　　計 43 46 89 84
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厚
生
労
働
省
の
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
か
ら
12

月
22
日
に
地
域
別
将
来
推
計
人
口
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
他
地

区
は
別
と
し
て
北
空
知
関
係
町
村
の
推
移
を
見
て
み
る
と
人
口

は
半
減
。
完
全
に
地
域
崩
壊
と
な
り
ま
す
。
学
校
ど
こ
ろ
か
経

済
も
文
化
も
介
護
も
医
療
も
何
も
か
も
成
立
し
な
い
状
況
が
想

像
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
人
口
自
体
が
減
少
す
る
の
で
ど
こ
も
同

じ
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
政
治
の
力
の
出
し
ど
こ
ろ
で

す
が
中
央
も
あ
て
に
は
な
り
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、

キ
ラ
リ
と
光
る
地
域
を
創
出
し
て
減
少
に
負
け
な
い
地
域
づ
く

り
を
し
な
が
ら
減
少
率
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
や
中
学
校
、
高
校
生
や
大
学
生
も
巻
き
込
ん
で
大
人

も
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
で
す
。
西
高

校
は
令
和
５
年
度
は
１
年
２
ク
ラ
ス
、
２
年
３
ク
ラ
ス
、
３
年

２
ク
ラ
ス
の
全
校
生
徒
数
２
３
４
名
で
す
。
令
和
６
年
度
も
何

と
か
３
ク
ラ
ス
の
募
集
枠
を
確
保
し
ま
し
た
が
達
成
で
き
る
か

ど
う
か
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
の
小
学
校
の
入
学
児
童
数
を
掲
載
し
ま
し
た
。
少
子

化
極
ま
れ
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
高
校
を
目
指
す
12

年
後
は
ど
ん
な
振
り
分
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◎ 大会出場激励会母校支援事業

2023年５月１日 2023年６月７日 2023年７月３日

2023年８月25日 2023年11月８日

同窓会名簿発行年
1948 S 23 校友会誌十周年記念誌　謄写版・別添

1958 S 33 Ｓ43年名簿発行記事の中に発行したと
記述がある　現物は見たことがない

1968 S 43 9 江口正文堂 Ａ５ 114Ｐ

1978 S 53 9 松本印刷 Ｂ５ 219Ｐ

1989 Ｈ 元 3 松本印刷 Ｂ５

1998 Ｈ 10 9 ＮＴＴ北海道テレマート・松本印刷 Ｂ５ 482Ｐ

2008 Ｈ 20 8 ㈱サラト Ｂ５ 384Ｐ

2013 Ｈ 25 8 ㈱サラト Ｂ５ 392Ｐ

2018 Ｒ 元 8 ㈱サラト Ｂ５ 335Ｐ

2023 Ｒ 5 8 ㈱サラト Ａ４ 192Ｐ

新入学児童数 人口推計

2023年４月時点 2020年 2050年 減少率

深 川 小 学 校 25

20,039 9,878 51%

一 已 小 学 校 54

北 新 小 学 校 7

納 内 小 学 校 7

音 江 小 学 校 13

多度志小学校 2

沼 田 小 学 校 15 2,909 1,421 51%

秩父別小学校 12 2,329 1,247 46%

真 龍 小 学 校 13 1,724 778 55%

妹背牛小学校 12 2,693 988 63%

雨 竜 小 学 校 10 2,389 990 59%

幌加内小学校 8
1,370 596 56%

朱鞠内小学校 1

合 計 179

　

同
窓
会
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
同

窓
会
名
簿
の
発
行
は
同
窓
生
同
士
の

絆
を
深
め
る
事
や
周
年
記
念
の
ご
案

内
の
発
送
等
の
た
め
に
も
昔
は
10
年

ご
と
に
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
同
窓

生
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
戴
き
な
が

ら
住
所
の
把
握
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
に
も
今
は
５
年
ご
と
に
発
行
し
て

い
ま
す
。
同
窓
会
報
の
発
行
も
住
所

の
把
握
の
た
め
に
は
必
要
な
事
業
で

し
た
。
古
い
名
簿
は
必
要
な
い
の
で

す
が
発
行
さ
れ
た
年
度
を
記
載
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
か
ら

A
4
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
し
た
。

名
簿
発
行
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　５月12日（金）、深川市文化交流ホール「み・らい」で３大行事の１つ、コーラ
ス大会が実施されました。感染症対策でとりやめていた保護者の観覧も３年ぶりに
復活。各クラスによる課題曲と自由曲の他、全校生徒で気持ちを１つにして歌う全
校合唱があり、どのクラスも練習の成果が感じられる心のこもった素晴らしい歌声
でした。
　毎号ご紹介しているように今号もパンフレットの挨拶を掲載させていただきます。

『明日へ』　いまを精一杯生きる
校　長　福田　雅人

　校舎から見えるイルムの嶺に残る雪もあとわずかとなりました。長く
厳しい冬が終わり北空知の野に新緑が日増しに色を深めるこの季節は、
本校伝統の「コーラス大会」の季節でもあります。本校にとっては、校
舎に響く生徒達の美しい歌声とともに本格的な春が訪れると言えるで
しょう。
　昭和31年（1956年）に「コーラスコンクール」の名称で始まった本
大会は、令和２年（2020年）の新型コロナウイルス感染拡大の影響に
よる中止を除いて毎年開催され、今年で66回目を迎えます。脈々と続い
てきた本大会の歴史を鑑みれば、クラスで、また全校で心を一つにハー
モニーを奏でることの意義を強く思わざるを得ません。
　今年の課題曲『明日へ』の歌詞には、未来への不安を抱えながらも、
まだ見ぬ明日へ希望を持って歩んでいこうとする若者の力強い意思が表
現されています。
　「いまを走るぼくらがいる　たとえどんな時でも　燃える想い忘れな
いよ」
　クラスメートや仲間とともに、高校時代といういまを精一杯生きる。
その想いを歌に込めて、クラス全員で、また深川西高全員で、心を一つ
に熱い歌声を響かせてください。

それぞれの色を見せよう
学芸委員長　竹内　優太

　深西の生徒会三大行事であるコー
ラス大会がいよいよ始まります！　
今年度からはＨＲコーラスに課題曲
が追加された発表となります。課題
曲発表では、同じ曲を全クラスが歌
うのでクラスの特色が分かる合唱に
なります。それぞれのクラスが自分
たちの最善を尽くしてほしいと思い
ます。表彰ではＨＲコーラス以外に
も指揮者賞、伴奏者賞もありますの
で、指揮者や伴奏者の皆さんも持て
る力を最大限に発揮してください！
　今年度からは、新型コロナウイル
ス感染防止対策が緩和され、保護者
の観覧ができるようになりました。
生徒だけではなく、保護者にも楽し
んでいただけるような行事にしてい
きたいと考えています。

　10月14日、深川市文化交流ホール「み・らい」で同窓生のソプ　10月14日、深川市文化交流ホール「み・らい」で同窓生のソプ
ラノ歌手・小橋麻美さんラノ歌手・小橋麻美さん
（43期）が「ふるさとコ（43期）が「ふるさとコ
ンサート」（卒業生主体ンサート」（卒業生主体
の実行委員主催）を開の実行委員主催）を開
いた。市内外から約350いた。市内外から約350
人が訪れ、小橋さんの人が訪れ、小橋さんの
美しい歌声に大きな拍美しい歌声に大きな拍
手を送った。手を送った。
　深川西高を卒業後、　深川西高を卒業後、
武蔵野音大、同大学院武蔵野音大、同大学院

を経て、日本演奏家連盟推薦新人オーディションに合格。札幌交響を経て、日本演奏家連盟推薦新人オーディションに合格。札幌交響
楽団と共演したほか、深川ロータリークラブの推薦でロータリー財楽団と共演したほか、深川ロータリークラブの推薦でロータリー財
団国際親善奨学生としてイタリアのトレノ音楽院に留学し、同国内団国際親善奨学生としてイタリアのトレノ音楽院に留学し、同国内
でオペラやコンサート活動を行って研さんに励んだ。帰国後は、北でオペラやコンサート活動を行って研さんに励んだ。帰国後は、北
海道と長野を拠点にリサイタルやさまざまな音楽家との共演を行な海道と長野を拠点にリサイタルやさまざまな音楽家との共演を行な
う傍ら、ヴォイストレーナーとしても活躍の場を広げている。う傍ら、ヴォイストレーナーとしても活躍の場を広げている。
　2016年以来となる地元でのコンサートは３部構成で、小橋さん　2016年以来となる地元でのコンサートは３部構成で、小橋さん
は、澤田一枝さんのピアノ伴奏を得て、シューベルトの「アヴェ・は、澤田一枝さんのピアノ伴奏を得て、シューベルトの「アヴェ・
マリア」や、プッチーニの「ある晴れた日に」などを披露。小橋さマリア」や、プッチーニの「ある晴れた日に」などを披露。小橋さ
んの夫でテノール歌手の小嶋彰さんも美声を響かせた。んの夫でテノール歌手の小嶋彰さんも美声を響かせた。
� 「北空知新聞社提供」� 「北空知新聞社提供」プッチーニの「マリア」を熱唱する小橋さん
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同
窓
の
夕
べ
盛
大
に
開
催

同
窓
の
夕
べ
開
催
さ
れ
る
。

　

2
0
1
9
年
の
末
尾
「
２
」
期
で
開
催
し
て
以
来
、

コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶
え
て
い
た
同
窓
の
夕
べ
を
漸
く
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
末
尾
「
３
」
期
の
実
行
委
員
会

は
雌
伏
４
年
、
満
を
持
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
、
と
言

い
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
諸
物
価
の
値
上
が
り
や
従
来

の
開
催
内
容
の
見
直
し
な
ど
で
大
変
な
ご
苦
労
を
解
決

し
て
の
開
催
で
し
た
。
９
月
16
日
、
４
年
ぶ
り
の
開
催

は
参
加
者
１
７
０
名
。
和
気
藹
々
の
中
で
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

前
号
迄
紙
面
の
都
合
で
雰
囲
気
を
十
分
に
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終
の
今
号
で
は
特
別
紙
面

と
し
ま
し
た
。

残念ですが今号でも同期会開催報告はお休みします。
多少、開催の動向が掲載できるような社会情勢になり
始めた様に思います。お知らせできないうちに終刊と
なってしまって残念ですがお許しください。今年は間
違いなく楽しい同期会があちこちで開催されることを
願っています。

同 期 告報催開会

受付風景

広上実行委員長挨拶轡田会長挨拶福田校長挨拶司会・恒本さん

吹奏楽
大西前会長

溝口副会長手締め

抽選会
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�

（
カ
ッ
コ
内
は
情
報
提
供
者
・
敬
称
略
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て
四
年
間
も
情

報
も
更
新
で
き
て
い
ま
せ
ん
。ど
の
期
も
開

催
し
た
情
報
は
入
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。ま

こ
と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
引
き
続
き

前
号
の
一
部
を
修
正
し
て
再
掲
と
な
り
ま

し
た
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。同
窓
会
報

の
一
番
重
要
な
部
分
が
こ
の
欄
で
し
た
。機

能
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
終
わ
り
そ
う
で
誠

に
残
念
で
す
。

【
旧
中
一
期
】

　

先
輩
も
九
十
八
歳
の
年
齢
に
な
り
、
連

絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
自
然
消
滅
。

【
旧
中
二
期
】（
旧
制
深
中
２
期
会
）

　

ご
存
命
で
あ
れ
ば
九
十
七
歳
で
す
が
連

絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。
平
成
十
四
年
を
最
後

に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や
め
と
し
以

後
二
～
三
年
ご
と
に
有
志
で
開
催
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
さ
ら
に
高
齢
に
な
り
、

開
催
な
し
。
情
報
提
供
者
も
い
な
い
状
況

で
す
。

【
旧
中
三
期
】（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

　

九
十
六
歳
で
す
ね
。
連
絡
の
取
れ
そ
う

な
お
元
気
な
方
も
い
ま
す
が
・
・
・
。

　

平
成
七
年
卒
業
五
十
周
年
を
期
し
て
「
俺

の
足
音
」（
Ｂ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
）
の
記

念
誌
を
発
刊
。
十
七
年
に
は
卒
業
六
十
周
年

記
念
誌
「
俺
の
一
言
」（
Ｂ
５
判
93
ペ
ー
ジ
）

を
制
作
。
十
九
、二
十
、二
十
一
、二
十
二

も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
危
ぶ
ま
れ
た

二
十
三
年
、
二
十
四
年
も
十
月
に
開
催
。

二
十
五
年
十
月
開
催
を
最
後
と
し
て
区
切

り
を
つ
け
た
。

【
旧
中
四
期
】（
旧
制
深
中
４
期
生
）

　

九
十
五
歳
。平
成
十
五
年
と
二
十
年　

故
・

中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
（
ふ
れ
あ

い
会
館
）
集
ま
っ
た
の
が
最
後
と
か
。

【
旧
中
五
期
】（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

　

十
五
年
鎌
倉
。
十
六
年
函
館
。
十
七
年

札
幌
。
十
八
年
美
唄
。
十
九
年
六
月
深
川
。

十
月
台
湾
へ
修
学
旅
行
。
二
十
年
に
は
開

校
七
十
周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典
終
了

後
開
催
。
二
十
一
年
以
降
は
津
田
氏
が
亡

く
な
っ
た
た
め
、
札
幌
・
平
林
さ
ん
が
後

を
引
継
ぎ
札
幌
で
集
っ
て
い
た
が
、
集
ま

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
二
十
七

年
に
記
念
の
エ
ッ
セ
イ
集
を
二
集
出
版
し

た
。

∧
一
期
∨

　

九
十
三
歳
。
平
成
六
年
岩
見
沢
市
、
七

年
滝
川
市
、
八
年
幌
新
温
泉
一
泊
、
九
年

箱
根
・
東
京
二
泊
、
十
年
深
川
市
、
十
一

年
定
山
渓
温
泉
、
十
二
年
滝
川
、
十
三
年

岩
見
沢
。
十
四
年
深
川
、
十
五
年
札
幌　

十
六
年
滝
川
、
十
七
年
札
幌
開
催
を
最
後

に
取
り
や
め
。
以
後
開
催
な
し
。

∧
二
期
∨

（
旧
制
中
学
７
期
・
深
川
西
高
２
期
の
集
い
）

　

令
和
五
年
に
は
九
十
二
歳
。
毎
年
秋
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
東
京
、
札
幌
、
深

川
持
ち
回
り
。
十
二
年
は
卒
業
五
十
年
で

札
幌
、
十
三
年
は
ホ
タ
ル
館
、
十
四
年
は

東
京
、
十
五
年
は
札
幌
、
十
六
年
は
深
川
。

二
十
年
「
喜
寿
の
集
い
」
を
も
っ
て
期
友

の
会
を
打
ち
上
げ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
東
、
関
西
、
北
海
道
全
域
か
ら
同
志
が

集
ま
り
一
泊
で
温
泉
旅
行
を
開
催
、
二
十

名
参
加
。�

（
大
久
保　

博
夫
）

∧
三
期
∨

　

九
十
一
歳
。
東
京
で
は
毎
年
開
催
し
て

い
た
が
…
。
連
絡
取
れ
ず
。
往
時
は
札
幌

も
随
時
開
催
し
て
い
た
が
…
。
深
川
は
三

名
い
た
が
、
い
ず
れ
も
元
気
な
し
。
平
成

十
二
年
を
最
後
に
開
催
し
て
い
な
い
。

�

（
大
鎌
幸
雄
）

∧
四
期
∨
（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

�

代
表
・
宮
脇　

敬

　

九
十
歳
に
突
入
。
札
幌
（
北
斗
会
）
で

は
な
ん
と
か
毎
月
集
ま
っ
て
親
睦
を
深
め

無
事
を
確
認
し
励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
し

た
。
十
六
年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉

会
は
一
月
に
開
催
。
十
七
年
は
六
月
札
幌
、

十
八
年
札
幌
開
催
。
十
九
年
五
月
定
山
渓

で
、
卒
業
五
十
五
年
で
偶
然
に
も
五
十
五

名
が
参
加
。
二
十
年
六
月
札
幌
。
二
十
二

年
六
月
「
喜
寿
を
祝
う
同
期
会
」
を
開
催
。

同
期
生
全
員
に
案
内
す
る
の
は
こ
れ
が
最

終
回
で
し
た
が
二
十
三
年
六
月
二
十
日
開

催
。
二
十
四
年
も
六
月
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
以
後
高
齢
の
為
残
念
で
す
が
集
ま

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

∧
五
期
∨

　

不
定
期
開
催
。
最
近
は
開
催
な
し

�

（
南　
　

進
）

∧
六
期
∨
（
西
高
29
会
）

�

代
表
・
永
野
慶
昭

　

八
十
八
歳
と
な
り
ま
し
た
。
深
川
支
部

は
二
九
会
な
の
で
毎
年
六
月
二
十
九
日
に

開
催
し
て
毎
年
旅
行
を
実
施
し
た
り
昼
食

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
総
意
を
得
て
解

散
い
た
し
ま
し
た
。
札
幌
勢
は
年
に
六
回

集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

全
体
で
の
開
催
は
十
七
年
で
の
札
幌
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。�
（
永
野
慶
昭
）

∧
七
期
∨
（
深
西
７
期
同
期
会
）

�

代
表
・
手
島　

克

　

三
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。
十
四
年
深
川
で

開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。
十
七
年
は

五
十
年
を
札
幌
に
て
八
月
開
催
、
五
十
人

参
加
。
二
十
年
旭
川
。
二
十
三
年
九
月
五

日
深
川
で
開
催
。
二
十
六
年
九
月
札
幌
開

催
。
二
十
七
年
、
二
十
八
年
と
深
川
で
連

続
開
催
。
令
和
元
年
五
月
十
二
日
最
後
の

同
期
会
を
札
幌
に
て
開
催
三
十
四
名
。
元

気
だ
と
思
っ
て
い
た
が
や
は
り
歳
で
す
。

八
十
七
歳
と
も
な
る
と
今
後
は
各
地
で
随

時
ミ
ニ
同
期
会
を
開
催
す
る
の
も
や
っ
と
。

�

（
手
島　

克
）

∧
八
期
∨

　

不
定
期
開
催
。
二
十
年
六
月
札
幌
第
一

ホ
テ
ル
で
開
催
。
高
齢
と
な
り
最
後
の
同

期
会
と
言
う
こ
と
で
六
十
五
名
参
加
。
そ

れ
以
後
は
各
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
が
少
人

数
で
開
催
。
二
十
一
年
八
月
深
川
在
住
者
。

令
和
元
年
九
月
に
は
札
幌
で
開
催
し
た
。

�

（
清
水
義
弘
）

∧
九
期
∨

�

代
表
世
話
人
・
仲
野
勝
介

　

八
十
五
歳
。
十
年
深
川
・
十
二
年
旭
川
・

十
四
年
札
幌
・
十
六
年
北
竜
。
十
八
年
東

京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て
十
九
年

秋
に
定
山
渓
、
小
樽
。
十
九
年
三
月
深
川

在
住
者
で
開
催
。
二
十
年
九
月
深
川
開
催
・

「
ゆ
う
＆
ゆ
」
に
四
十
七
名
。
二
十
三
年
九

月
四
日　

沼
田
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
全
体

の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
年

五
月
八
日
、
東
京
方
面
で
ミ
ニ
同
期
会
。

五
月
九
日
市
内
在
住
者
の
ミ
ニ
同
期
会
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会
を
開
催
。
秋
に
は
東

京
で
全
体
の
同
期
会
を
開
催
。
二
十
五
年

は
七
月
十
日
旭
川
で
開
催
。
二
十
六
年
十

月
十
五
～
十
六
日
鬼
怒
川
温
泉
で
二
十
三

名
参
加
開
催
。
二
十
七
年
は
開
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
毎
年
北
空
知
・
旭
川
方
面
在

住
者
で
同
期
会
開
催
、
一
昨
年
、
昨
年
に

引
き
続
き
令
和
二
年
九
月
に
予
定
も
コ
ロ

ナ
禍
に
沈
む
。
市
内
の
者
だ
け
で
も
実
施

し
た
い
。�

（
倉
嶋
克
郎
）

∧
十
期
∨
（
深
川
西
校
第
十
期
同
期
会
）

�

代
表
世
話
人
・
高
橋
国
雄

　

十
五
年
六
月
に
四
十
五
周
年
記
念
と
し

て
北
広
島
で
開
催
。
二
十
三
年
十
月
二
十

日
定
山
渓
温
泉
に
て
五
十
八
名
の
参
加
で

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
二
十
六
年
十
月

十
八
日
～
十
九
日
札
幌
に
て
開
催
。
参
加

者
四
十
五
名
。
三
十
年
七
月
三
～
四
日
に

札
幌
第
一
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
六
十
周
年
を

最
終
と
し
て
開
催
し
た
。�

（
星
野
友
雄
）

∧
十
一
期
∨

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、

十
六
年
は
八
月
札
幌
七
十
名
。
十
八
年
十

月
深
川
で
開
催
。
二
十
年
札
幌
。
二
十
七

年
深
川
で
開
催
。�

（
中
井
幸
太
郎
）

∧
十
二
期
∨
（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
、
参

加
五
十
八
名
。
十
八
年
小
樽
に
て
開
催
。

二
十
二
年
六
月
深
川
に
て
開
催
。

∧
十
三
期
∨
（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）

�

代
表
・
吉
川　

保

　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設　

Ｍ
Ｌ
（
倉
山
昭
男
）

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開

催
、
板
倉
。
二
十
年
開
催
。
二
十
二
年
六

月
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で
開
催
。

二
十
八
年
七
月
札
幌
で
開
催
。
三
十
年
六

月
三
十
日
、
秩
父
別
ゆ
う
＆
ゆ
で
開
催
。

七
月
に
同
期
会
の
打
合
せ
会
を
開
催
。

�

（
佐
藤
豊
秀
）

∧
十
四
期
∨

　

十
六
年
五
月
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深

川
ホ
テ
ル

　

二
十
年
二
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
。

二
十
一
年
九
月
十
三
日
深
川
に
て
開
催
。

同
期
生
七
十
六
人
、
恩
師
三
名
。
二
十
四

年
九
月
十
三
日
札
幌
支
部
に
よ
る
発
起
人

で
開
催
。
二
十
七
年
一
月
、
新
年
会
を
札

幌
で
。
深
川
近
郊
同
期
昼
食
会
を
二
十
八

年
五
月
、
九
月
に
開
催
。
首
都
圏
同
期
会

を
二
十
八
年
十
月
に
開
催
。�

（
堀
川
勝
之
）

∧
十
五
期
∨
（
深
西
38
会
）

�

代
表
・
杉
山
一
成　
　
　
　
　

�

札
幌
・
吉
田　

裕
、
檜
山
秀
紀

　

以
前
は
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
た
が
間

隔
が
狭
ま
っ
た
。
十
年
は
十
一
月
、
十
五

年
は
札
幌
で
開
催
。
十
七
年
十
月
九
日
開

催
。
十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。
二
十
一
年

十
月
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、

六
十
三
名
が
出
席
。
二
十
六
年
に
古
希
の

祝
い
で
開
催
。
喜
寿
は
三
十
一
年
な
の
で
、

開
催
予
定
で
す
。
札
幌
三
十
八
会
は
偶
数

月
第
四
土
曜
日
に
定
例
懇
親
会
を
恩
師
田

中
先
生
を
囲
み
継
続
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

�

（
菅
原
明
義
）

∧
十
六
期
∨（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）

 

代
表
・
星
野　

孟

　

五
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎

の
開
催
に
し
ま
し
た
。
二
十
年
九
月
開
催
。

二
十
三
年
十
月
十
日
板
倉
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
卒
業

五
十
年
で
開
催
。

　

二
十
九
年
六
月
深
川
に
て
第
十
一
回
同

期
会
を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
為
開
催
で
き

ず
。�

（
星
野　
　

孟
）

∧
十
七
期
∨
（
高
17
期
同
期
会
）

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
八
月
板
倉
で

開
催
。
四
年
に
一
回
開
催
が
約
束
だ
が

二
十
七
年
十
月
に
卒
業
五
十
年
に
当
た
り

前
倒
し
開
催
。
毎
年
、
秩
父
別
に
て
一
泊

ゴ
ル
フ
で
親
交
を
深
め
て
い
た
。

�

（
濱
田
靖
夫
）

∧
十
八
期
∨
（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

�

代
表
世
話
人
・
宮
岸
徹
二

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
六
十
名
。

二
十
年
十
月
、
冨
士
屋
に
て
開
催
六
十
名
。

東
京
組
は
随
時
開
催
で
二
十
年
は
九
月
。

札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、

冬
と
二
回
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
十
月
十
六
日　

札
幌
に
て

開
催
。
二
十
六
年
七
月
十
二
日
開
催
。

二
十
九
年
七
月
八
日
深
川
開
催
。
以
後
コ

ロ
ナ
禍
で
自
粛
中
。
少
人
数
で
は
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。
令
和
六
年
開
催
予
定
。

八
十
歳
前
に
も
う
一
回
集
ま
れ
る
か
ど
う

か
…
。�

（
深
沢
倬
子
）

∧
十
九
期
∨
（
深
川
西
高
42
会
）

 

代
表
・
千
葉
憲
一

　

五
年
に
一
回
の
開
催
。
十
七
年
旭
岳
の

ふ
も
と
湧
駒
別
温
泉
で
開
催
。
登
山
も
兼

ね
た
。
二
十
年
は
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で
還
暦

同
期
会
を
十
月
開
催
。
二
十
五
年
九
月

二
十
三
日
北
広
島
に
て
開
催
。
二
十
九
年

五
月
二
十
七
日
北
広
島
に
て
八
十
二
名
の

参
加
で
開
催
。�

（
千
葉
憲
一
）

∧
二
十
期
∨

（
深
川
西
高
第
20
期
卒
業
同
期
会
）

 

代
表
・
児
島
俊
一

　

四
年
に
一
回
の
夏
期
五
輪
開
催
年
に
合

わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
二
年
六
十

名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）　

十
六
年
は
八
月

に
開
催
し
た
。
二
十
年
八
月
深
川
で
開
催
。

東
京
組
は
二
年
毎
に
開
催
。

　

二
十
四
年
八
月
四
日
、
深
川
板
倉
に
て

開
催
、
五
十
九
名
出
席
。
二
十
八
年
八
月

六
日
深
川
開
催
五
十
七
名
。
道
内
在
住
者

の
有
志
で
「
ふ
れ
愛
・
語
り
合
い
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
年
三
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
月
三
日
に
開
催
。
年
末
に
札
幌

で
直
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
冬
期
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
は
東
京
で
同
期
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
三
十
年
十
月
に
箱
根

一
泊
で
行
い
ま
し
た
。�

（
小
川
広
見
）

∧
二
一
期
∨
（
西
高
21
期
同
期
会
）

　

十
四
年
八
月
。
十
八
年
八
月
開
催
。

二
十
三
年
八
月
十
三
日
深
川
に
て
開
催
。

四
年
に
一
度
の
開
催
と
決
め
二
十
六
年
九

月
二
十
日
札
幌
に
て
開
催
。
平
成
三
十
年

九
月
札
幌
で
開
催
。
令
和
二
年
に
七
十
歳

に
な
る
の
で
深
川
で
開
催
予
定
も
延
期
に

つ
ぐ
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。�

（
梶
川　

寛
）

∧
二
二
期
∨�

代
表
・
広
上
和
好

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。
参
加

六
十
名
（
日
の
出
）。
二
十
年
八
月
札
幌
開

催
。
二
十
七
年
深
川
で
開
催
。（
松
原
和
男
）

∧
二
三
期
∨�

代
表
世
話
人
・
坪
田
邦
光

　

七
十
歳
に
突
入
。
十
三
年
八
月
に
三
十

年
を
記
念
し
て
札
幌
に
て
開
催
。
出
席
者

八
十
余
名
。

　

二
十
四
年
六
月
三
十
日
板
倉
に
て
卒
後

四
十
年
を
記
念
し
て
開
催
。
三
十
年
十
月

二
十
日
に
開
校
八
十
周
年
で
校
庭
に
ア
オ

ダ
モ
を
植
樹
し
た
。�

（
轡
田
光
章
）

∧
二
四
期
∨�

代
表
世
話
人
・
大
平
由
美
子

　

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日

の
出
）
に
て
開
催
三
十
五
名
。�

十
七
年
六

月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。
二
十
年
六
月
「
ま

あ
ぶ
」
に
て
開
催
。
二
十
五
年
十
月
五
日
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
四
十
一
年

で
開
催
。
八
十
名
出
席
。
現
在
は
二
年
に

一
回
で
開
催
し
て
い
る
。
札
幌
で
三
十
年

十
月
二
十
一
日
に
開
催
六
十
八
名
。
翌
年

の
令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
ミ
ニ
同
期
会

開
催　

四
十
一
名
。
以
後
、
コ
ロ
ナ
の
為

開
催
し
て
い
な
い
。�

（
大
平
由
美
子
）

∧
二
五
期
∨

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催　

七
十
名
参
加
。
二
十
六
年
十
一
月
還
暦
同

期
会
を
札
幌
に
て
開
催
。
参
加
者
八
十
名
。

市
内
在
住
の
同
期
会
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
。�

（
矢
野
正
樹
）

∧
二
六
期
∨
（
49
年
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
渡
辺　

純

　

十
六
年
は
卒
業
三
十
年
で
九
月
札
幌
に

て
開
催
、
百
名
参
加
。
同
窓
の
夕
べ
の
実

行
委
員
と
し
て
携
わ
っ
た
の
を
機
に
同
窓

の
夕
べ
の
後
に
同
期
の
集
ま
り
を
持
つ
こ

と
と
し
て
お
り
、
二
十
六
年
は
二
十
人
が

集
ま
り
交
流
し
ま
し
た
。
二
十
九
年
六
月

二
十
四
日
開
催
。
同
窓
会
幹
事
二
十
九
年

度
ま
で
高
瀬
昌
之
、
三
十
～
三
十
一
年
度

は
松
野
正
明
が
担
当
。�

（
松
野
正
明
）

∧
二
七
期
∨
（
深
川
西
高
27
期
同
期
会
）

�

代
表
・
竹
林　

均

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
七
十
四
名
参

加
。
令
和
元
年
六
月
二
十
九
日　

八
十
八

名
集
合
。

　

令
和
五
年
七
月
一
日
に
開
催
予
定
。

�

（
館
下
孝
之
）

∧
二
八
期
∨
（
第
28
期
同
期
会
）

�

代
表
・
三
ツ
井
隆
博

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月

板
倉
に
て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ

り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
第
四
回
目
の
同

期
会
を
二
十
二
年
八
月
札
幌
に
て
開
催
。

二
十
七
年
八
月
深
川
で
開
催
。
九
十
名
出

席
。
令
和
二
年
予
定
は
延
期
、
さ
ら
に
今

年
度
も
延
期
。�

（
増
永
博
志
）

∧
二
九
期
∨

�

同
期
会
代
表
世
話
人
・
新
井
清
一

同
期
会
Ｈ
Ｐ
：

�
http://nishiko.m

ym
em
ories.jp/

同
期
会
開
催
状
況　

二
〇
一
八
年
十
一

月
二
十
三
日　

還
暦
同
窓
会　

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌

次
回
開
催
予
定
、
六
十
五
歳
に
な
る

二
〇
二
三
（
令
和
五
年
）
十
一
月
二
十
四

日
開
催
決
定
。�

（
幹
事
・
挽
地
昌
弘
）

∧
三
十
期
∨
（
３
組
学
年
会
）

 

　

代
表
世
話
人
・
土
田
光
子

　

学
年
の
同
期
会
は
無
く
、
三
組
に
少
数

の
他
の
組
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま

す
。�

（
津
田
恭
史
）

∧
三
一
期
∨
（
第
31
期
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。

百
十
名
。

　

卒
業
三
十
年
を
記
念
し
て
二
十
一
年
に

出
席
者
八
十
名
で
開
催
。
二
十
六
年
十
月

に
開
催
。
令
和
元
年
八
月
十
日
開
催　

六
十
二
名
参
加
。�

（
宮
沢
孝
司
）

∧
三
二
期
∨�

代
表
世
話
人
・
外
山
定
男

　

二
十
四
年
一
月
二
日
、
板
倉
に
て

二
十
八
年
ぶ
り
に
八
十
五
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。
五
年
経
過
し
た
の

で
開
催
の
方
向
で
し
た
が
…
。

�

（
三
上
貴
康
）

∧
三
三
期
∨
（
元
気
で
や
っ
て
る
会
）

�

代
表
・
紺
野
浩
治

　

早
く
も
還
暦
か
。
二
十
三
年
八
月
十
三

日
（
第
四
回
）
板
倉
に
て
開
催
。
二
十
七

年
八
月
（
第
五
回
）
を
板
倉
に
て
開
催
。

四
年
に
一
度
の
開
催
で
す
が
コ
ロ
ナ
で
で

き
て
い
ま
せ
ん
。�

（
今
西
真
理
子
）

∧
三
四
期
∨

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

∧
三
五
期
∨

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

�

（
田
中
一
幸
）

∧
三
六
期
∨
（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
で
十
六
年
一
月
板
倉
に
て

開
催
、
九
十
九
名
参
加
。

　

卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月
に
開

催
。
二
十
三
年
十
月
一
日
に
第
三
回
同
期

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
深
川
西
高
校
（
第

三
十
六
期
生
）
掲
示
板
を
開
設
中
で
す
。

�

（
渡
辺
哲
男
）

∧
三
七
期
∨

　

十
四
年
に
板
倉
に
て
開
催
。（
佐
藤
秀
樹
）

∧
三
八
期
∨

�

代
表
・
佐
々
木

　

四
年
に
一
度
の
開
催
で
平
成
三
十
一
年

正
月
に
深
川
で
開
催
。�

（
西
口
健
一
）

∧
三
九
期
∨

　

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参

加
、
四
十
四
名
。

∧
四
一
期
∨
（
第
41
期
同
期
会
）

 

代
表
・
佐
藤
之
彦

　

二
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
二
十
五

年
七
月
十
三
日
。

　

三
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
五
十
八

名　

次
回
は
四
年
後
に
開
催
予
定
。

�

（
佐
藤
之
彦
）

∧
四
四
期
∨

　

二
十
三
年
一
月
開
催
。
平
成
三
十
一
年

一
月
二
日
開
催
。
四
十
九
名
参
加
。

�

（
吉
住
仁
陽
）

∧
四
五
期
∨

�

（
日
下
大
輔
）

∧
四
六
期
∨

　

二
十
三
年
四
月
に
第
一
回
を
板
倉
に
て

開
催
。
当
初
五
十
名
以
上
の
参
加
申
込
が

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
関
係
か

ら
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
関
連
に
勤
務
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
な
く
な
り

四
十
名
余
の
参
加
と
な
っ
た
。（
佐
藤
自
真
）

∧
五
四
期
∨

　

二
十
三
年
六
月
十
三
日
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ

ネ
ー
ジ
ュ
に
五
十
人
が
集
合
。（
及
川
賢
一
）

　

毎
度
の
こ
と
で
す
が
ご
協
力
い
た
だ
い

た
期
の
幹
事
の
方
や
世
話
人
の
方
に
は
長

い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
載

の
情
報
は
前
年
ま
で
の
情
報
に
新
た
な
情

報
を
追
加
し
た
だ
け
の
二
十
五
年
間
の
積

み
重
ね
で
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
目
新

し
い
情
報
は
数
箇
所
し
か
変
更
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

残
念
な
こ
と
に
記
載
の
期
以
外
は
把
握

で
き
て
居
ま
せ
ん
。
き
っ
と
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
情
報
の
収
集
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
各
期
の
協
力
者
を
探
し
あ
て
る

だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
期

の
動
向
が
今
以
上
に
判
明
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
な
か
な
か
望
み
が
か

な
い
ま
せ
ん
。
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
よ
り
充
実
し
た
会
報
に
な
っ
た
の
で

す
が
…
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
時
に
は
同
窓
会
の
幹
事
に
同
意
し

お
名
前
を
連
ね
て
い
る
方
々
も
、
都
合
で

不
明
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
期
の
方

に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
今

の
時
代
で
は
同
窓
会
の
存
在
自
体
が
価
値

観
の
な
い
不
要
の
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
そ
う
い
う
し
が
ら
み
が
面
倒

な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
若
い
方
同
士

は
最
新
の
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
の
が
救
い
で

す
。

　

今
後
も
各
期
の
活
動
状
況
の
把
握
に
努
め

ま
す
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
皆
さ
ん
に
情
報
を

お
届
け
す
る
の
か
難
問
で
す
が
懲
り
ず
に
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

各
期
動
向
報
告
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�

（
カ
ッ
コ
内
は
情
報
提
供
者
・
敬
称
略
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て
四
年
間
も
情

報
も
更
新
で
き
て
い
ま
せ
ん
。ど
の
期
も
開

催
し
た
情
報
は
入
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。ま

こ
と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
引
き
続
き

前
号
の
一
部
を
修
正
し
て
再
掲
と
な
り
ま

し
た
こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。同
窓
会
報

の
一
番
重
要
な
部
分
が
こ
の
欄
で
し
た
。機

能
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
終
わ
り
そ
う
で
誠

に
残
念
で
す
。

【
旧
中
一
期
】

　

先
輩
も
九
十
八
歳
の
年
齢
に
な
り
、
連

絡
が
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
自
然
消
滅
。

【
旧
中
二
期
】（
旧
制
深
中
２
期
会
）

　

ご
存
命
で
あ
れ
ば
九
十
七
歳
で
す
が
連

絡
が
取
れ
ま
せ
ん
。
平
成
十
四
年
を
最
後

に
同
期
全
員
の
開
催
を
取
り
や
め
と
し
以

後
二
～
三
年
ご
と
に
有
志
で
開
催
し
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
さ
ら
に
高
齢
に
な
り
、

開
催
な
し
。
情
報
提
供
者
も
い
な
い
状
況

で
す
。

【
旧
中
三
期
】（
旧
制
深
中
第
３
期
同
期
会
）

　

九
十
六
歳
で
す
ね
。
連
絡
の
取
れ
そ
う

な
お
元
気
な
方
も
い
ま
す
が
・
・
・
。

　

平
成
七
年
卒
業
五
十
周
年
を
期
し
て
「
俺

の
足
音
」（
Ｂ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
）
の
記

念
誌
を
発
刊
。
十
七
年
に
は
卒
業
六
十
周
年

記
念
誌
「
俺
の
一
言
」（
Ｂ
５
判
93
ペ
ー
ジ
）

を
制
作
。
十
九
、二
十
、二
十
一
、二
十
二

も
九
月
札
幌
に
て
開
催
。
危
ぶ
ま
れ
た

二
十
三
年
、
二
十
四
年
も
十
月
に
開
催
。

二
十
五
年
十
月
開
催
を
最
後
と
し
て
区
切

り
を
つ
け
た
。

【
旧
中
四
期
】（
旧
制
深
中
４
期
生
）

　

九
十
五
歳
。平
成
十
五
年
と
二
十
年　

故
・

中
島
武
敏
元
代
議
士
を
囲
ん
で
（
ふ
れ
あ

い
会
館
）
集
ま
っ
た
の
が
最
後
と
か
。

【
旧
中
五
期
】（
旧
制
深
中
第
５
期
会
）

　

十
五
年
鎌
倉
。
十
六
年
函
館
。
十
七
年

札
幌
。
十
八
年
美
唄
。
十
九
年
六
月
深
川
。

十
月
台
湾
へ
修
学
旅
行
。
二
十
年
に
は
開

校
七
十
周
年
記
念
に
合
わ
せ
て
式
典
終
了

後
開
催
。
二
十
一
年
以
降
は
津
田
氏
が
亡

く
な
っ
た
た
め
、
札
幌
・
平
林
さ
ん
が
後

を
引
継
ぎ
札
幌
で
集
っ
て
い
た
が
、
集
ま

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
二
十
七

年
に
記
念
の
エ
ッ
セ
イ
集
を
二
集
出
版
し

た
。

∧
一
期
∨

　

九
十
三
歳
。
平
成
六
年
岩
見
沢
市
、
七

年
滝
川
市
、
八
年
幌
新
温
泉
一
泊
、
九
年

箱
根
・
東
京
二
泊
、
十
年
深
川
市
、
十
一

年
定
山
渓
温
泉
、
十
二
年
滝
川
、
十
三
年

岩
見
沢
。
十
四
年
深
川
、
十
五
年
札
幌　

十
六
年
滝
川
、
十
七
年
札
幌
開
催
を
最
後

に
取
り
や
め
。
以
後
開
催
な
し
。

∧
二
期
∨

（
旧
制
中
学
７
期
・
深
川
西
高
２
期
の
集
い
）

　

令
和
五
年
に
は
九
十
二
歳
。
毎
年
秋
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
東
京
、
札
幌
、
深

川
持
ち
回
り
。
十
二
年
は
卒
業
五
十
年
で

札
幌
、
十
三
年
は
ホ
タ
ル
館
、
十
四
年
は

東
京
、
十
五
年
は
札
幌
、
十
六
年
は
深
川
。

二
十
年
「
喜
寿
の
集
い
」
を
も
っ
て
期
友

の
会
を
打
ち
上
げ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
東
、
関
西
、
北
海
道
全
域
か
ら
同
志
が

集
ま
り
一
泊
で
温
泉
旅
行
を
開
催
、
二
十

名
参
加
。�

（
大
久
保　

博
夫
）

∧
三
期
∨

　

九
十
一
歳
。
東
京
で
は
毎
年
開
催
し
て

い
た
が
…
。
連
絡
取
れ
ず
。
往
時
は
札
幌

も
随
時
開
催
し
て
い
た
が
…
。
深
川
は
三

名
い
た
が
、
い
ず
れ
も
元
気
な
し
。
平
成

十
二
年
を
最
後
に
開
催
し
て
い
な
い
。

�

（
大
鎌
幸
雄
）

∧
四
期
∨
（
深
川
西
校
第
４
期
生
同
期
会
）

�

代
表
・
宮
脇　

敬

　

九
十
歳
に
突
入
。
札
幌
（
北
斗
会
）
で

は
な
ん
と
か
毎
月
集
ま
っ
て
親
睦
を
深
め

無
事
を
確
認
し
励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
し

た
。
十
六
年
札
幌
は
六
月
、
東
京
・
四
葉

会
は
一
月
に
開
催
。
十
七
年
は
六
月
札
幌
、

十
八
年
札
幌
開
催
。
十
九
年
五
月
定
山
渓

で
、
卒
業
五
十
五
年
で
偶
然
に
も
五
十
五

名
が
参
加
。
二
十
年
六
月
札
幌
。
二
十
二

年
六
月
「
喜
寿
を
祝
う
同
期
会
」
を
開
催
。

同
期
生
全
員
に
案
内
す
る
の
は
こ
れ
が
最

終
回
で
し
た
が
二
十
三
年
六
月
二
十
日
開

催
。
二
十
四
年
も
六
月
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
以
後
高
齢
の
為
残
念
で
す
が
集
ま

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

∧
五
期
∨

　

不
定
期
開
催
。
最
近
は
開
催
な
し

�

（
南　
　

進
）

∧
六
期
∨
（
西
高
29
会
）

�

代
表
・
永
野
慶
昭

　

八
十
八
歳
と
な
り
ま
し
た
。
深
川
支
部

は
二
九
会
な
の
で
毎
年
六
月
二
十
九
日
に

開
催
し
て
毎
年
旅
行
を
実
施
し
た
り
昼
食

会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
総
意
を
得
て
解

散
い
た
し
ま
し
た
。
札
幌
勢
は
年
に
六
回

集
ま
り
、
東
京
勢
は
年
一
回
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

全
体
で
の
開
催
は
十
七
年
で
の
札
幌
が
最

後
と
な
り
ま
し
た
。�

（
永
野
慶
昭
）

∧
七
期
∨
（
深
西
７
期
同
期
会
）

�

代
表
・
手
島　

克

　

三
年
毎
に
旭
川
、
深
川
、
札
幌
と
持
ち

回
り
で
開
催
し
て
い
る
。
十
四
年
深
川
で

開
催
、
板
倉
に
六
十
人
参
加
。
十
七
年
は

五
十
年
を
札
幌
に
て
八
月
開
催
、
五
十
人

参
加
。
二
十
年
旭
川
。
二
十
三
年
九
月
五

日
深
川
で
開
催
。
二
十
六
年
九
月
札
幌
開

催
。
二
十
七
年
、
二
十
八
年
と
深
川
で
連

続
開
催
。
令
和
元
年
五
月
十
二
日
最
後
の

同
期
会
を
札
幌
に
て
開
催
三
十
四
名
。
元

気
だ
と
思
っ
て
い
た
が
や
は
り
歳
で
す
。

八
十
七
歳
と
も
な
る
と
今
後
は
各
地
で
随

時
ミ
ニ
同
期
会
を
開
催
す
る
の
も
や
っ
と
。

�

（
手
島　

克
）

∧
八
期
∨

　

不
定
期
開
催
。
二
十
年
六
月
札
幌
第
一

ホ
テ
ル
で
開
催
。
高
齢
と
な
り
最
後
の
同

期
会
と
言
う
こ
と
で
六
十
五
名
参
加
。
そ

れ
以
後
は
各
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
が
少
人

数
で
開
催
。
二
十
一
年
八
月
深
川
在
住
者
。

令
和
元
年
九
月
に
は
札
幌
で
開
催
し
た
。

�

（
清
水
義
弘
）

∧
九
期
∨

�

代
表
世
話
人
・
仲
野
勝
介

　

八
十
五
歳
。
十
年
深
川
・
十
二
年
旭
川
・

十
四
年
札
幌
・
十
六
年
北
竜
。
十
八
年
東

京
。
毎
年
開
催
の
意
向
を
受
け
て
十
九
年

秋
に
定
山
渓
、
小
樽
。
十
九
年
三
月
深
川

在
住
者
で
開
催
。
二
十
年
九
月
深
川
開
催
・

「
ゆ
う
＆
ゆ
」
に
四
十
七
名
。
二
十
三
年
九

月
四
日　

沼
田
ほ
ろ
し
ん
温
泉
に
て
全
体

の
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
四
年

五
月
八
日
、
東
京
方
面
で
ミ
ニ
同
期
会
。

五
月
九
日
市
内
在
住
者
の
ミ
ニ
同
期
会
で

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
会
を
開
催
。
秋
に
は
東

京
で
全
体
の
同
期
会
を
開
催
。
二
十
五
年

は
七
月
十
日
旭
川
で
開
催
。
二
十
六
年
十

月
十
五
～
十
六
日
鬼
怒
川
温
泉
で
二
十
三

名
参
加
開
催
。
二
十
七
年
は
開
催
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
毎
年
北
空
知
・
旭
川
方
面
在

住
者
で
同
期
会
開
催
、
一
昨
年
、
昨
年
に

引
き
続
き
令
和
二
年
九
月
に
予
定
も
コ
ロ

ナ
禍
に
沈
む
。
市
内
の
者
だ
け
で
も
実
施

し
た
い
。�

（
倉
嶋
克
郎
）

∧
十
期
∨
（
深
川
西
校
第
十
期
同
期
会
）

�
代
表
世
話
人
・
高
橋
国
雄

　

十
五
年
六
月
に
四
十
五
周
年
記
念
と
し

て
北
広
島
で
開
催
。
二
十
三
年
十
月
二
十

日
定
山
渓
温
泉
に
て
五
十
八
名
の
参
加
で

旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
二
十
六
年
十
月

十
八
日
～
十
九
日
札
幌
に
て
開
催
。
参
加

者
四
十
五
名
。
三
十
年
七
月
三
～
四
日
に

札
幌
第
一
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
六
十
周
年
を

最
終
と
し
て
開
催
し
た
。�

（
星
野
友
雄
）

∧
十
一
期
∨

　

十
二
年
八
月
還
暦
記
念
を
深
川
で
開
催
、

十
六
年
は
八
月
札
幌
七
十
名
。
十
八
年
十

月
深
川
で
開
催
。
二
十
年
札
幌
。
二
十
七

年
深
川
で
開
催
。�

（
中
井
幸
太
郎
）

∧
十
二
期
∨
（
西
高
35
年
卒
同
期
会
）

　

十
三
年
秋
、
還
暦
同
期
会
を
開
催
、
参

加
五
十
八
名
。
十
八
年
小
樽
に
て
開
催
。

二
十
二
年
六
月
深
川
に
て
開
催
。

∧
十
三
期
∨
（
三
六
会
・
サ
ボ
ロ
ウ
会
）

�

代
表
・
吉
川　

保

　

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設　

Ｍ
Ｌ
（
倉
山
昭
男
）

　

十
四
年
六
月
還
暦
記
念
同
期
会
を
開

催
、
板
倉
。
二
十
年
開
催
。
二
十
二
年
六

月
秩
父
別
温
泉
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で
開
催
。

二
十
八
年
七
月
札
幌
で
開
催
。
三
十
年
六

月
三
十
日
、
秩
父
別
ゆ
う
＆
ゆ
で
開
催
。

七
月
に
同
期
会
の
打
合
せ
会
を
開
催
。

�

（
佐
藤
豊
秀
）

∧
十
四
期
∨

　

十
六
年
五
月
還
暦
同
期
会
を
開
催
。
深

川
ホ
テ
ル

　

二
十
年
二
月
天
人
峡
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
。

二
十
一
年
九
月
十
三
日
深
川
に
て
開
催
。

同
期
生
七
十
六
人
、
恩
師
三
名
。
二
十
四

年
九
月
十
三
日
札
幌
支
部
に
よ
る
発
起
人

で
開
催
。
二
十
七
年
一
月
、
新
年
会
を
札

幌
で
。
深
川
近
郊
同
期
昼
食
会
を
二
十
八

年
五
月
、
九
月
に
開
催
。
首
都
圏
同
期
会

を
二
十
八
年
十
月
に
開
催
。�

（
堀
川
勝
之
）

∧
十
五
期
∨
（
深
西
38
会
）

�

代
表
・
杉
山
一
成　
　
　
　
　

�

札
幌
・
吉
田　

裕
、
檜
山
秀
紀

　

以
前
は
五
年
毎
に
開
催
し
て
い
た
が
間

隔
が
狭
ま
っ
た
。
十
年
は
十
一
月
、
十
五

年
は
札
幌
で
開
催
。
十
七
年
十
月
九
日
開

催
。
十
九
年
九
月
旭
川
開
催
。
二
十
一
年

十
月
定
山
渓
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
、

六
十
三
名
が
出
席
。
二
十
六
年
に
古
希
の

祝
い
で
開
催
。
喜
寿
は
三
十
一
年
な
の
で
、

開
催
予
定
で
す
。
札
幌
三
十
八
会
は
偶
数

月
第
四
土
曜
日
に
定
例
懇
親
会
を
恩
師
田

中
先
生
を
囲
み
継
続
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

�

（
菅
原
明
義
）

∧
十
六
期
∨（
深
川
西
高
16
期
卒
業
同
期
会
）

 

代
表
・
星
野　

孟

　

五
年
毎
に
開
催
。
十
一
年
か
ら
三
年
毎

の
開
催
に
し
ま
し
た
。
二
十
年
九
月
開
催
。

二
十
三
年
十
月
十
日
板
倉
に
て
開
催
し
ま

し
た
。
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
に
卒
業

五
十
年
で
開
催
。

　

二
十
九
年
六
月
深
川
に
て
第
十
一
回
同

期
会
を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
の
為
開
催
で
き

ず
。�

（
星
野　
　

孟
）

∧
十
七
期
∨
（
高
17
期
同
期
会
）

　

十
二
年
に
板
倉
、
十
七
年
八
月
板
倉
で

開
催
。
四
年
に
一
回
開
催
が
約
束
だ
が

二
十
七
年
十
月
に
卒
業
五
十
年
に
当
た
り

前
倒
し
開
催
。
毎
年
、
秩
父
別
に
て
一
泊

ゴ
ル
フ
で
親
交
を
深
め
て
い
た
。

�

（
濱
田
靖
夫
）

∧
十
八
期
∨
（
猪
子
会
・
い
の
ね
会
）

�

代
表
世
話
人
・
宮
岸
徹
二

　

十
七
年
九
月
札
幌
に
て
開
催
六
十
名
。

二
十
年
十
月
、
冨
士
屋
に
て
開
催
六
十
名
。

東
京
組
は
随
時
開
催
で
二
十
年
は
九
月
。

札
幌
組
は
随
時
集
合
。
深
川
組
は
毎
年
夏
、

冬
と
二
回
開
催
し
て
い
る
。

　

二
十
三
年
十
月
十
六
日　

札
幌
に
て

開
催
。
二
十
六
年
七
月
十
二
日
開
催
。

二
十
九
年
七
月
八
日
深
川
開
催
。
以
後
コ

ロ
ナ
禍
で
自
粛
中
。
少
人
数
で
は
情
報
交

換
を
し
て
い
る
。
令
和
六
年
開
催
予
定
。

八
十
歳
前
に
も
う
一
回
集
ま
れ
る
か
ど
う

か
…
。�

（
深
沢
倬
子
）

∧
十
九
期
∨
（
深
川
西
高
42
会
）

 

代
表
・
千
葉
憲
一

　

五
年
に
一
回
の
開
催
。
十
七
年
旭
岳
の

ふ
も
と
湧
駒
別
温
泉
で
開
催
。
登
山
も
兼

ね
た
。
二
十
年
は
「
ゆ
う
＆
ゆ
」
で
還
暦

同
期
会
を
十
月
開
催
。
二
十
五
年
九
月

二
十
三
日
北
広
島
に
て
開
催
。
二
十
九
年

五
月
二
十
七
日
北
広
島
に
て
八
十
二
名
の

参
加
で
開
催
。�

（
千
葉
憲
一
）

∧
二
十
期
∨

（
深
川
西
高
第
20
期
卒
業
同
期
会
）

 

代
表
・
児
島
俊
一

　

四
年
に
一
回
の
夏
期
五
輪
開
催
年
に
合

わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
十
二
年
六
十

名
参
加
（
深
川
ホ
テ
ル
）　

十
六
年
は
八
月

に
開
催
し
た
。
二
十
年
八
月
深
川
で
開
催
。

東
京
組
は
二
年
毎
に
開
催
。

　

二
十
四
年
八
月
四
日
、
深
川
板
倉
に
て

開
催
、
五
十
九
名
出
席
。
二
十
八
年
八
月

六
日
深
川
開
催
五
十
七
名
。
道
内
在
住
者

の
有
志
で
「
ふ
れ
愛
・
語
り
合
い
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
」
を
年
三
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
八
月
三
日
に
開
催
。
年
末
に
札
幌

で
直
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
冬
期
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
に
は
東
京
で
同
期
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
三
十
年
十
月
に
箱
根

一
泊
で
行
い
ま
し
た
。�

（
小
川
広
見
）

∧
二
一
期
∨
（
西
高
21
期
同
期
会
）

　

十
四
年
八
月
。
十
八
年
八
月
開
催
。

二
十
三
年
八
月
十
三
日
深
川
に
て
開
催
。

四
年
に
一
度
の
開
催
と
決
め
二
十
六
年
九

月
二
十
日
札
幌
に
て
開
催
。
平
成
三
十
年

九
月
札
幌
で
開
催
。
令
和
二
年
に
七
十
歳

に
な
る
の
で
深
川
で
開
催
予
定
も
延
期
に

つ
ぐ
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。�

（
梶
川　

寛
）

∧
二
二
期
∨�

代
表
・
広
上
和
好

　

十
二
年
卒
後
三
十
年
で
開
催
。
参
加

六
十
名
（
日
の
出
）。
二
十
年
八
月
札
幌
開

催
。
二
十
七
年
深
川
で
開
催
。（
松
原
和
男
）

∧
二
三
期
∨�

代
表
世
話
人
・
坪
田
邦
光

　

七
十
歳
に
突
入
。
十
三
年
八
月
に
三
十

年
を
記
念
し
て
札
幌
に
て
開
催
。
出
席
者

八
十
余
名
。

　

二
十
四
年
六
月
三
十
日
板
倉
に
て
卒
後

四
十
年
を
記
念
し
て
開
催
。
三
十
年
十
月

二
十
日
に
開
校
八
十
周
年
で
校
庭
に
ア
オ

ダ
モ
を
植
樹
し
た
。�

（
轡
田
光
章
）

∧
二
四
期
∨�

代
表
世
話
人
・
大
平
由
美
子

　

十
四
年
札
幌
、
十
六
年
六
月
深
川
（
日

の
出
）
に
て
開
催
三
十
五
名
。�

十
七
年
六

月
札
幌
に
て
連
続
開
催
。
二
十
年
六
月
「
ま

あ
ぶ
」
に
て
開
催
。
二
十
五
年
十
月
五
日
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
卒
業
四
十
一
年

で
開
催
。
八
十
名
出
席
。
現
在
は
二
年
に

一
回
で
開
催
し
て
い
る
。
札
幌
で
三
十
年

十
月
二
十
一
日
に
開
催
六
十
八
名
。
翌
年

の
令
和
元
年
十
一
月
十
六
日
ミ
ニ
同
期
会

開
催　

四
十
一
名
。
以
後
、
コ
ロ
ナ
の
為

開
催
し
て
い
な
い
。�

（
大
平
由
美
子
）

∧
二
五
期
∨

　

十
四
年
十
一
月
に
札
幌
に
て
開
催　

七
十
名
参
加
。
二
十
六
年
十
一
月
還
暦
同

期
会
を
札
幌
に
て
開
催
。
参
加
者
八
十
名
。

市
内
在
住
の
同
期
会
は
開
催
し
て
い
ま
せ

ん
。�

（
矢
野
正
樹
）

∧
二
六
期
∨
（
49
年
卒
業
同
期
会
）

�

代
表
・
渡
辺　

純

　

十
六
年
は
卒
業
三
十
年
で
九
月
札
幌
に

て
開
催
、
百
名
参
加
。
同
窓
の
夕
べ
の
実

行
委
員
と
し
て
携
わ
っ
た
の
を
機
に
同
窓

の
夕
べ
の
後
に
同
期
の
集
ま
り
を
持
つ
こ

と
と
し
て
お
り
、
二
十
六
年
は
二
十
人
が

集
ま
り
交
流
し
ま
し
た
。
二
十
九
年
六
月

二
十
四
日
開
催
。
同
窓
会
幹
事
二
十
九
年

度
ま
で
高
瀬
昌
之
、
三
十
～
三
十
一
年
度

は
松
野
正
明
が
担
当
。�

（
松
野
正
明
）

∧
二
七
期
∨
（
深
川
西
高
27
期
同
期
会
）

�

代
表
・
竹
林　

均

　

十
六
年
一
月
二
日
開
催
し
七
十
四
名
参

加
。
令
和
元
年
六
月
二
十
九
日　

八
十
八

名
集
合
。

　

令
和
五
年
七
月
一
日
に
開
催
予
定
。

�

（
館
下
孝
之
）

∧
二
八
期
∨
（
第
28
期
同
期
会
）

�

代
表
・
三
ツ
井
隆
博

　

三
回
目
と
な
る
同
期
会
を
十
七
年
八
月

板
倉
に
て
開
催
。
百
名
を
超
え
る
参
加
あ

り
。
五
年
ご
と
に
開
催
。
第
四
回
目
の
同

期
会
を
二
十
二
年
八
月
札
幌
に
て
開
催
。

二
十
七
年
八
月
深
川
で
開
催
。
九
十
名
出

席
。
令
和
二
年
予
定
は
延
期
、
さ
ら
に
今

年
度
も
延
期
。�

（
増
永
博
志
）

∧
二
九
期
∨

�

同
期
会
代
表
世
話
人
・
新
井
清
一

同
期
会
Ｈ
Ｐ
：

�
http://nishiko.m

ym
em
ories.jp/

同
期
会
開
催
状
況　

二
〇
一
八
年
十
一

月
二
十
三
日　

還
暦
同
窓
会　

ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
札
幌

次
回
開
催
予
定
、
六
十
五
歳
に
な
る

二
〇
二
三
（
令
和
五
年
）
十
一
月
二
十
四

日
開
催
決
定
。�

（
幹
事
・
挽
地
昌
弘
）

∧
三
十
期
∨
（
３
組
学
年
会
）

 

　

代
表
世
話
人
・
土
田
光
子

　

学
年
の
同
期
会
は
無
く
、
三
組
に
少
数

の
他
の
組
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま

す
。�

（
津
田
恭
史
）

∧
三
一
期
∨
（
第
31
期
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
を
十
一
年
に
深
川
で
開
催
。

百
十
名
。

　

卒
業
三
十
年
を
記
念
し
て
二
十
一
年
に

出
席
者
八
十
名
で
開
催
。
二
十
六
年
十
月

に
開
催
。
令
和
元
年
八
月
十
日
開
催　

六
十
二
名
参
加
。�

（
宮
沢
孝
司
）

∧
三
二
期
∨�

代
表
世
話
人
・
外
山
定
男

　

二
十
四
年
一
月
二
日
、
板
倉
に
て

二
十
八
年
ぶ
り
に
八
十
五
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
し
ま
し
た
。
五
年
経
過
し
た
の

で
開
催
の
方
向
で
し
た
が
…
。

�

（
三
上
貴
康
）

∧
三
三
期
∨
（
元
気
で
や
っ
て
る
会
）

�

代
表
・
紺
野
浩
治

　

早
く
も
還
暦
か
。
二
十
三
年
八
月
十
三

日
（
第
四
回
）
板
倉
に
て
開
催
。
二
十
七

年
八
月
（
第
五
回
）
を
板
倉
に
て
開
催
。

四
年
に
一
度
の
開
催
で
す
が
コ
ロ
ナ
で
で

き
て
い
ま
せ
ん
。�

（
今
西
真
理
子
）

∧
三
四
期
∨

　

卒
業
二
十
年
を
十
四
年
に
深
川
で
開
催
。

∧
三
五
期
∨

　

卒
業
十
五
年
を
十
年
に
深
川
で
開
催
。

�

（
田
中
一
幸
）

∧
三
六
期
∨
（
深
川
西
高
36
回
生
同
期
会
）

　

卒
業
二
十
年
で
十
六
年
一
月
板
倉
に
て

開
催
、
九
十
九
名
参
加
。

　

卒
業
二
十
五
年
を
二
十
一
年
一
月
に
開

催
。
二
十
三
年
十
月
一
日
に
第
三
回
同
期

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
深
川
西
高
校
（
第

三
十
六
期
生
）
掲
示
板
を
開
設
中
で
す
。

�

（
渡
辺
哲
男
）

∧
三
七
期
∨

　

十
四
年
に
板
倉
に
て
開
催
。（
佐
藤
秀
樹
）

∧
三
八
期
∨

�

代
表
・
佐
々
木

　

四
年
に
一
度
の
開
催
で
平
成
三
十
一
年

正
月
に
深
川
で
開
催
。�

（
西
口
健
一
）

∧
三
九
期
∨

　

十
三
年
二
月
、
日
の
出
会
館
で
開
催
参

加
、
四
十
四
名
。

∧
四
一
期
∨
（
第
41
期
同
期
会
）

 

代
表
・
佐
藤
之
彦

　

二
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
二
十
五

年
七
月
十
三
日
。

　

三
十
一
年
一
月
二
日
に
開
催
。
五
十
八

名　

次
回
は
四
年
後
に
開
催
予
定
。

�

（
佐
藤
之
彦
）

∧
四
四
期
∨

　

二
十
三
年
一
月
開
催
。
平
成
三
十
一
年

一
月
二
日
開
催
。
四
十
九
名
参
加
。

�

（
吉
住
仁
陽
）

∧
四
五
期
∨

�

（
日
下
大
輔
）

∧
四
六
期
∨

　

二
十
三
年
四
月
に
第
一
回
を
板
倉
に
て

開
催
。
当
初
五
十
名
以
上
の
参
加
申
込
が

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
関
係
か

ら
消
防
、
自
衛
隊
な
ど
関
連
に
勤
務
し

て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
な
く
な
り

四
十
名
余
の
参
加
と
な
っ
た
。（
佐
藤
自
真
）

∧
五
四
期
∨

　

二
十
三
年
六
月
十
三
日
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ

ネ
ー
ジ
ュ
に
五
十
人
が
集
合
。（
及
川
賢
一
）

　

毎
度
の
こ
と
で
す
が
ご
協
力
い
た
だ
い

た
期
の
幹
事
の
方
や
世
話
人
の
方
に
は
長

い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
載

の
情
報
は
前
年
ま
で
の
情
報
に
新
た
な
情

報
を
追
加
し
た
だ
け
の
二
十
五
年
間
の
積

み
重
ね
で
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は
目
新

し
い
情
報
は
数
箇
所
し
か
変
更
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

残
念
な
こ
と
に
記
載
の
期
以
外
は
把
握

で
き
て
居
ま
せ
ん
。
き
っ
と
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
情
報
の
収
集
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
各
期
の
協
力
者
を
探
し
あ
て
る

だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
期

の
動
向
が
今
以
上
に
判
明
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
が
な
か
な
か
望
み
が
か

な
い
ま
せ
ん
。
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
よ
り
充
実
し
た
会
報
に
な
っ
た
の
で

す
が
…
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

卒
業
時
に
は
同
窓
会
の
幹
事
に
同
意
し

お
名
前
を
連
ね
て
い
る
方
々
も
、
都
合
で

不
明
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
同
期
の
方

に
情
報
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
今

の
時
代
で
は
同
窓
会
の
存
在
自
体
が
価
値

観
の
な
い
不
要
の
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
そ
う
い
う
し
が
ら
み
が
面
倒

な
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
若
い
方
同
士

は
最
新
の
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る
の
が
救
い
で

す
。

　

今
後
も
各
期
の
活
動
状
況
の
把
握
に
努
め

ま
す
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
皆
さ
ん
に
情
報
を

お
届
け
す
る
の
か
難
問
で
す
が
懲
り
ず
に
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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陸
上
部
の
多
田
悠
理
さ
ん
（
三
年
）
が
、
六
月

に
札
幌
市
の
厚
別
公
園
競
技
場
で
開
か
れ
た
第

七
十
六
回
北
海
道
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
の
女
子

円
盤
投
で
二
位
（
35
ｍ
34
）、
同
砲
丸
投
で
六
位

（
10
ｍ
63
）
に
入
り
、
八
月
二
日
か
ら
同
競
技
場
で

開
か
れ
る
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の

出
場
権
を
得
た
。
三
年
連
続
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
進

出
に
、
多
田
さ
ん
は
「
順
位
や
記
録
に
は
満
足
し

て
な
い
け
ど
、
三
年
連
続
で
出
場
で
き
る
こ
と
は

う
れ
し
く
思
う
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
、「
地
元
の
北

海
道
で
、
家
族
や
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、

一
緒
に
練
習
し
て
き
た
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
、
記
録
と
順
位
で
伝
え
ら
れ
た
ら
」
と
張

り
切
る
。

　
「
上
半
身
と
下
半
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
ス
ラ
ン
プ
に
苦
し
み

な
が
ら
、
三
年
連
続
で
大
舞
台
へ
の
切
符
を
つ
か

ん
だ
。
円
盤
投
で
は
「
練
習
通
り
の
投
て
き
が
で

き
た
と
思
う
」
と
振
り
返
る
多
田
さ
ん
だ
が
、「
大

会
前
か
ら
不
安
だ
っ
た
」
と
い
う
砲
丸
投
は
、
昨

年
の
大
会
か
ら
記
録
も
順
位
も
落
と
す
結
果
と
な

り
、「
砲
丸
を
押
し
出
す
時
の
感
覚
が
戻
ら
な
か
っ

た
し
、
動
き
に
キ
レ
も
な
か
っ
た
。
記
録
を
狙
い

過
ぎ
た
こ
と
も
力
み
に
つ
な
が
っ
た
」

　
「
メ
ン
タ
ル
が
弱
い
ん
で
す
」
と
自
己
分
析
す
る

多
田
さ
ん
だ
が
、
円
盤
投
で
は
一
投
目
の
フ
ァ
ウ

ル
か
ら
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
最
終
の
六
投
目
で

35
ｍ
超
え
の
投
て
き
を
見
せ
て
、
順
位
を
二
位
に

上
げ
た
。

　

指
導
に
当
た
る
玉
井
康
夫
教
諭
は
「
決
し
て
メ

ン
タ
ル
は
弱
く
な
い
。
自
分
の
課
題
に
し
っ
か
り

向
き
合
い
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
練
習
に
取

り
組
め
る
選
手
。
こ
れ
ま
で
順
調
に
伸
び
て
き
た

か
ら
こ
そ
、
今
回
の
〝
ス
ラ
ン
プ
〟
は
彼
女
に
と
っ

て
、い
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

　

深
川
小
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
に
所
属

し
て
い
た
多
田
さ
ん
は
、
深
川
中
入
学
と
同
時
に

深
川
陸
上
ク
ラ
ブ
（
Ｆ
Ａ
Ｃ
）
へ
入
部
。
バ
レ
ー

で
培
っ
た
地
肩
の
強
さ
を
生
か
し
た
投
て
き
で
、

中
二
の
夏
に
全
国
切
符
を
つ
か
む
と
、高
校
は
、「
生

ま
れ
育
っ
た
地
元
で
競
技
を
続
け
た
か
っ
た
」
と
、

当
校
に
進
学
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
選
手
を
全
国

大
会
に
送
り
込
ん
で
い
る
陸
上
部
で
、
着
実
に
力

を
つ
け
て
き
た
。

　

過
去
二
回
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、「
自
分
よ
り
強

い
、
す
ご
い
選
手
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
雰
囲

気
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
い
う
多
田
さ
ん
。
三
年
連

続
、
し
か
も
勝
手
知
っ
た
る
厚
別
公
園
競
技
場
で

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
、「
自
分
の
〝
ホ
ー
ム
〟、

逆
に
私
が
周
囲
を
圧
倒
す
る
く
ら
い
の
気
持
ち
で

競
技
で
き
れ
ば
」
と
意
気
込
み
、「
砲
丸
投
は
11
ｍ

50
、
円
盤
投
は
36
ｍ
超
え
が
目
標
。
最
後
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
で
す
」

―
。（
北
空
知
新
聞
社
提
供
）

〝
ス
ラ
ン
プ
〟
乗
り
越
え
、
３
年
連
続
の
イ
ン
ハ
イ
出
場

　
　

陸
上
部
の
多
田
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

道
の
大
会
で
「
感
謝
の
気
持
ち
を
記
録
と
順
位
で
伝
え
た
い
」

　

プ
ロ
野
球
・
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
チ
ア
チ
ー
ム
「
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
」
で
五
年
間
活
動
し
、
キ
ャ

プ
テ
ン
も
務
め
た
「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
部
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
の
濱

野
亜
里
沙
さ
ん
＝
秩
父
別
町
出
身
＝
が
八
日
、

母
校
で
講
演
し
た
。
生
徒
約
百
十
人
が
濱
野

さ
ん
の
話
に
聞
き
入
っ
た
ほ
か
、
質
疑
応
答

の
場
面
で
は
活
発
な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。

　

同
校
は
、「
未
来
へ
の
道
し
る
べ
」
の
タ
イ

ト
ル
で
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
ら
を

招
い
て
、定
期
的
に
講
演
会
を
開
い
て
い
る
。

　
「
高
校
生
の
と
き
は
体
育
教
師
か
看
護
師
で

進
路
を
迷
っ
た
が
、
安
定
を
選
び
、
看
護
師

を
志
し
た
」と
自
身
の
高
校
時
代
を
振
り
返
っ

た
濱
野
さ
ん
は
、「
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
苦
し
ん
だ
」と
い
う
看
護
師
生
活
を
経
て
、

「
人
生
は
一
度
き
り
だ
か
ら
好
き
な
こ
と
に
挑

戦
し
た
い
」
と
、
趣
味
で
あ
る
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
試
合
観
戦
を
き
っ
か
け
に
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ガ
ー
ル
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
た
経

緯
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
語
っ
た
。

　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
合
格
し
た
も
の
の
、

「
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
に
大
事
な
ダ
ン
ス
や

司
会
の
分
野
で
苦
労
し
た
」
と
い
う
濱
野
さ

ん
は
、
苦
手
を
克
服
す
る
た
め
に
「
で
き
な

い
こ
と
を
ま
ず
認
め
て
、
で
き
る
人
に
何
度

も
教
え
て
も
ら
い
練
習
し
た
」。
現
在
は
、
球

団
職
員
と
し
て
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
し
て
い
る
濱
野
さ
ん
は
「
ど

ん
な
こ
と
で
も
経
験
と
し
て
生
き
て
く
る
」

と
高
校
生
に
笑
顔
で
語
り
か
け
た
。

　

こ
の
後
、
高
校
生
か
ら
「
看
護
師
と
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
の
仕
事
の
共
通
点
は
？
」

と
質
問
を
受
け
た
濱
野
さ
ん
は
、「
幅
広
い
世

代
の
人
と
話
す
機
会
が
多
く
、そ
の
際
に
は
、

看
護
師
の
と
き
に
培
っ
た
経
験
を
生
か
し
て

い
た
」
と
答
え
た
。

　

講
演
に
耳
を
傾
け
た
生
徒
会
長
の
幸
崎
太

一
さ
ん
は
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。
人
生
は
一
度
き

り
だ
か
ら
挑
戦
し
て
い
き
た
い
」。
濱
野
さ
ん

は
、後
輩
た
ち
に
「
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、

楽
し
い
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で
続
け

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

母校の後輩たちの前で、
自身のこれまでの人生などを語った

濱野さん
写真提供・北海道新聞社　出井一彰さん

鉄
を
も
溶
か
す
炎
を
燃
や
せ

鉄
を
も
溶
か
す
炎
を
燃
や
せ

濱
野　
亜
里
紗　
さ
ん　
63
回
生
（
平
成
23
年
３
月
卒
業
）

好
き
な
こ
と
を
大
事
に

　
元
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
の
濱
野
さ
ん　
母
校・深
川
西
高
で
講
演
会
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７
月
８
日
～
９
日　

第
74
回
学
校
祭

が
開
催
さ
れ
た
。感
染
症
対
策
の
た
め

に
制
約
の
多
い
も
の
で
し
た
が
、
４
年

ぶ
り
に
保
護
者
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が

学
校
祭
を
公
開
。

　

１
日
目
は
開
祭
式
で
始
ま
り
応
援
団

口
上
、吹
奏
楽
に
続
い
て
映
像
に
よ
る
ク

ラ
ス
紹
介
。午
後
の
団
結
力
を
発
揮
し

た
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
る

ク
ラ
ス
ア
ピ
ー
ル
で
盛
り
上
が
り
２
日

目
の
準
備
に
入
っ
た
。

　

２
日
目
は
校
舎
内
を
保
護
者
に
公

開
。各
ク
ラ
ス
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
縁

日
で
楽
し
み
、茶
華
道
部
・
写
真
部
・
美

術
部
の
展
示
の
合
間
を
縫
っ
て
有
志
発

表
で
は
11
グ
ル
ー
プ
が
踊
っ
た
り
歌
っ

た
り
と「
今
し
か
で
き
な
い
青
春
を
」の

サ
ブ
テ
ー
マ
通
り
の
自
己
主
張
を
繰
り

広
げ
た
。

　

行
灯
の
出
発
式
を
終
え
て
か
ら
い
よ

い
よ
18
時
40
分
行
灯
行
進
が
開
始
。灯

さ
れ
た
行
灯
が
夕
闇
に
く
っ
き
り
と
浮

か
び
上
が
る
頃
学
校
に
到
着
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
た
。最
終
、
上
が
っ
て
開
い
て

は
消
え
て
い
く
花
火
に
心
残
り
を
感
じ

る
も
青
春
を
燃
や
し
た
一
夜
と
な
っ
た
。

　

今
号
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
新
校
長

の
挨
拶
と
生
徒
会
長
の
想
い
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

74
回
目
の
夏

　

～
青
春
と
い
う
い
ま
を

�
精
一
杯
輝
か
せ
よ
う
～

�
校　

長　

福
田　

雅
人

　

本
校
３
大
行
事
の
中
で
も
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
学
校
祭
が
い
よ
い
よ
始

ま
り
ま
し
た
。
学
校
祭
に
向
け
て
早
い

時
期
か
ら
責
任
あ
る
立
場
で
準
備
を
進

め
て
く
れ
た
生
徒
会
執
行
部
の
み
な
さ

ん
の
努
力
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
並
び
に
地
域

の
み
な
さ
ま
に
は
様
々
な
面
で
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

74
回
目
を
迎
え
た
今
年
の

テ
ー
マ
は
『
戮
力
協
心
（
り
く

り
ょ
く
き
ょ
う
し
ん
）　

～
今

し
か
で
き
な
い
青
春
を
～
』。

　
『
戮
力
協
心
』
に
は
、「
大
き

な
目
標
の
達
成
な
ど
の
た
め
に

全
員
が
力
と
心
を
合
わ
せ
て
一

致
団
結
す
る
こ
と
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
は

今
日
ま
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
、
よ

り
よ
い
も
の
を
創
り
あ
げ
よ
う
と
、
ク

ラ
ス
全
員
が
力
と
心
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
日
か
ら
の
学
校

祭
の
３
日
間
は
、
深
西
生
全
員
が
力
と

心
を
合
わ
せ
て
、
誰
に
と
っ
て
も
心
に

残
る
素
敵
な
学
校
祭
を
創
り
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

　
「
今
し
か
で
き
な
い
青
春
」
と
い
う

こ
の
高
校
生
活
を
、
精
一
杯
輝
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

今
を
楽
し
む

生
徒
会
長　

佐
々
木　

星
来

　

い
よ
い
よ
学
校
祭
が
始
ま
り
ま
す
！

　

今
ま
で
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
準
備

し
て
き
た
集
大
成
が
学
校
祭
の
舞
台
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
達
で

決
め
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
趣
向
を
こ
ら

し
た
企
画
を
工
夫
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
日
々
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
今
日
は
そ
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
す
る
日
で
す
。
短
い
期
間
の

中
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
毎
日
遅
く
ま
で
学

校
に
残
り
、
真
剣
に
準
備
に
取
り
組
ん

で
く
れ
ま
し
た
。

　

準
備
を
進
め
て
い
く
上
で
さ
ま
ざ
ま

な
苦
労
や
苦
脳
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
ら
と
向
き
合
い
乗
り
越
え
て

来
た
か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
い
学
校
祭
に

な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
３
日
間
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

思
う
存
分
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
学
校
祭
楽
し
み
ま
し
ょ

～
！

　

吹
奏
楽
局（
髙
田
翼
局
長
、
二
十
一
人
）

の
第
十
九
回
定
期
演
奏
会（
同
局
保
護
者

会
主
催
）が
十
月
十
五
日
、深
川
市
文
化
交

流
ホ
ー
ル
み
・
ら
い
で
開
い
た
。全
道
大
会

で
演
奏
し
た
曲
を
含
め
、
三
部
構
成
で
演

奏
を
披
露
、
会
場
を
訪
れ
た
約
二
百
五
十

人
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

第
一
部
は
、全
道
大
会
で
演
奏
し
た「
メ

ト
セ
ラ
Ⅱ
～
打
楽
器
群
と
吹
奏
楽
の
た
め

に
」な
ど
三
曲
、
第
二
部
の「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ス
テ
ー
ジ
」で
は
、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ

メ
ド
レ
ー
」や
人
気
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組「
情
熱
大
陸
」の
テ
ー
マ
曲
な
ど
を

披
露
。ま
た
、「
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ
」と
銘

打
っ
た
第
三
部
で
は
、ド
ラ
マ「
コ
ン
フ
ィ

デ
ン
ス
マ
ン
Ｊ
Ｐ
」の
メ
イ
ン
テ
ー
マ「
Ｗ

ｅ　

Ａ
ｒ
ｅ　

Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

　

Ｍ
ａ
ｎ
」や
、劇
場
版「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

の
主
題
歌「
美
し
い
鰭（
ひ
れ
）」な
ど
を
奏

で
た
。

　

訪
れ
た
局
員
の
保
護
者
や
同
級
生
、
一

般
市
民
ら
は
、
一
曲
ご
と
に
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
た
。

　

演
奏
の
最
後
に
顧
問
の
米
倉
先
生
か
ら

「
楽
器
が
足
ら
な
い
の
で
他
校
か
ら
借
り

て
凌
い
で
い
る
状
況
で
す
。楽
器
購
入
の

た
め
に
寄
付
の
お
願
い
を
し
た
い
の
と
お

使
い
に
な
っ
て
い
な
い
楽
器
が
あ
り
ま
し

た
ら
提
供
し
て
い
た
だ
け
た
ら
大
変
あ
り

が
た
い
」と
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。も

し
使
っ
て
い
な
い
楽
器
を
お
持
ち
の
方
は

学
校
へ
連
絡
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

顧
問
挨
拶

�

吹
奏
楽
局
顧
問　

米
倉　

幸
子

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
深
川
西
高
等
学

校
吹
奏
楽
局
の
第
19
回
定
期
演
奏
会
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。ま
た
、今
年
度
も
多
く
の
企
業
様

や
深
川
近
隣
の
市
民
の
方
々
、
保
護
者
の

皆
様
に
た
く
さ
ん
の
ご
協
賛
・
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ご
と
で
す
が
深
川
西
高
等
学

校
に
着
任
し
て
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

私
か
見
て
い
る
限
り
、
こ
こ
３
年
間
で
は

最
も
充
実
し
た
活
動
が
で
き
て
い
た
と
思

い
ま
す
。と
申
し
ま
す
の
は
、昨
年
度
の
コ

ン
ク
ー
ル
全
道
大
会
に
て
、
緊
張
や
場
に

呑
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
納
得
の
い
く
演

奏
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
反
省
が
あ

り
、そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、局
員

た
ち
が
自
ら
考
え
、「
人
前
で
演
奏
す
る
機

会
を
な
る
べ
く
増
や
そ
う
」と
い
う
こ
と

を
一
つ
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
き
た
た
め

で
す
。

　

３
月
に
は
本
校
の
体
育
館
で
関
係
者
限

定
に
は
な
り
ま
し
た
が「
春
だ
よ
！
全
員

集
合
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。５

月
に
は
、
新
人
局
員
を
含
め
生
き
が
い
文

化
セ
ン
タ
ー
に
て「
深
西
バ
ブ
リ
ー
!!
コ

ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
他
、

深
川
市
の
20
歳
を
祝
う
会
で
の
演
奏
、

神
社
祭
で
の
演
奏
、
同
窓
会
の
つ
ど
い
で

の
演
奏
な
ど
、
ソ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

ク
ー
ル
や
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
道
大
会

の
練
習
と
両
立
し
な
が
ら
依
頼
演
奏
に
も

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
か
、
今
年
度
の
コ

ン
ク
ー
ル
全
道
大
会
で
は
、
深
西
の
ベ
ス

ト
に
近
い
演
奏
が
で
き
た
と
捉
え
て
お
り

ま
す
。金
賞
を
取
っ
て
東
日
本
進
出
と
い

う
目
標
に
は
届
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

「
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
K
i
t
a
r
a
と

い
う
大
舞
台
で
自
分
た
ち
の
表
現
し
た
い

音
楽
を
す
る
」と
い
う
こ
と
は
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ
も
局
員
た
ち

自
ら
が
考
え
、
行
動
し
た
結
果
だ
と
思
い

ま
す
し
、
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
方
々
の
支
え
も
あ
り
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
日
、学
習
活
動
・
部
活
動
・
家
庭
で
の

お
手
伝
い
な
ど
と
、
本
当
に
忙
し
い
局
員

た
ち
で
す
の
で
、
な
に
ぶ
ん
到
ら
な
い
と

こ
ろ
や
、
つ
た
な
い
演
奏
の
部
分
も
あ
る

と
は
思
い
ま
す

が
、
局
員
一
同

日
頃
の
感
謝
の

気
持
ち
が
伝
わ

る
演
奏
会
に
し

た
い
と
思
い
ま

す
。局
員
の
最
高
の
笑
顔
が
届
け
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

局
長
挨
拶

�

局
長　

高
田　
　

翼（
３
年
）

　

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
深
川
西
高
等
学

校
吹
奏
楽
局
の
定
期
演
奏
会
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。現
在
、
吹
奏
楽
局
は
３
年
生
４
名
、
２

年
生
12
名
、
１
年
生
５
名
の
計
21
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。少
な
い
人
数
で
あ
り
な

が
ら
も
、
目
標
で
あ
る
東
日
本
大
会
出
場

を
目
指
し
て
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
ま

し
た
。そ
し
て
、今
年
度
も
引
き
続
き
全
道

大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
銀
賞
だ
っ
た
も
の
の
、
成

長
な
ど
が
実
感
で
き
、
改
善
点
な
ど
も
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
た
ち
の
今

後
の
糧
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は「
挑
戦
」の
年
で
し
た
。深
川

西
高
等
学
校
吹
奏
楽
局
と
し
て
は
初
め
て

の
留
萌
音
楽
合
宿
へ
の
参
加
、
生
き
が
い

文
化
セ
ン
タ
ー
や
深
川
神
社
祭
な
ど
で
も

演
奏
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
様
な

ど
ご
来
場
の
方
々
へ
希
望
や
勇
気
を
与
え

ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
す
る
た
め
に
頑
張

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
経
験
を
通

し
て
こ
そ
、
今
の
よ
う
な
充
実
し
た
活
動

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
普

段
か
ら
の
活
動
や
本
日
こ
の
ホ
ー
ル
で
定

期
演
奏
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の

は
、地
域
の
方
々
、み
・
ら
い
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
、
そ
し
て
先
生
方
や
保
護
者
方
の

ご
協
力
と
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 
学
　
校
　
祭
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■
共
生
の
木
々

　

校
庭
に
は
80
年
の
時
を
経
て
緑
豊
か

に
木
々
が
育
っ
て
い
て
巣
立
っ
て
い
く

生
徒
を
見
守
っ
て
き
た
。
こ
の
校
庭
の

木
々
に
も
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
育
つ
の
も

早
い
が
寿
命
が
以
外
に
も
短
い
の
が
桜

や
白
樺
。
白
樺
は
数
か
所
切
り
株
が
あ

る
。
寿
命
が
長
い
は
ず
の
松
や
イ
チ
イ

も
何
か
の
障
害
に
遭
っ
た
の
か
切
り
株

が
散
見
さ
れ
る
。

　

白
樺
の
切
り
株
が
腐
朽
し
た
と
こ
ろ

に
落
ち
た
種
か
ら
白
樺
、
カ
ツ
ラ
の
芽

が
出
て
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
ま
で
生
え
て

い
る
。
倒
木
更
新
も
こ
う
な
る
と
行
き

先
が
案
じ
ら
れ
る
。

　

生
徒
の
通
学
路
の
そ
ば
に
ス
モ
モ
の

樹
が
あ
っ
て
数
年
前
ま
で
花
が
咲
い
て

い
た
。
幹
は
太
く
て
具
合
の
良
い
ね
じ

れ
が
出
来
て
い
て
樹
幹
が
空
洞
に
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
桜
が
育
っ
て
い
た
。

近
く
に
桜
が
な
い
の
で
多
分
鳥
が
糞
を

し
た
の
が
芽
生
え
た
か
…
。
春
、
白
っ

ぽ
い
大
柄
の
桜
花
は
存
在
感
が
出
て
き

た
。
こ
の
桜
は
根
が
地
面
に
つ
な
が
っ

た
。
完
全
に
自
立
し
て
い
る
。
共
生
の

時
期
が
終
わ
っ
て
ス
モ
モ
の
負
け
と
い

う
か
寿
命
か
も
。
側
の
洞
に
は
イ
チ
イ

が
緑
濃
く
育
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
う

な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

　

白
樺
の
切
り
株
に
ニ
ワ
ト
コ
が
大
き

く
育
っ
て
い
る
。
通
常
は
庭
木
と
し
て

植
え
る
事
は
な
い
の
で
鳥
の
糞
に
よ
る

倒
木
上
の
発
芽
で
す
。
漢
字
で
接
骨
木

と
書
く
。
漢
方
薬
と
し
て
使
用
す
る
様

だ
が
こ
れ
も
地
面
に
抜
け
て
い
る
。

　

イ
チ
イ
の
立
ち
木
に
カ
ツ
ラ
が
育
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
完
全
に
共
生
だ
。
ど

う
な
る
か
…
。

　

桜
の
立
ち
木
に
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ

と
イ
チ
イ
が
同
じ
と
こ
ろ
に
育
っ
て
い

る
。
こ
れ
も
共
生
だ
が
生
き
残
っ
て
い

く
の
は
難
し
そ
う
だ
。

　

松
の
切
り
株
に
白
樺
が
林
立
し
て
い

る
。
も
う
す
で
に
林
状
態
。
倒
木
更
新

の
部
類
。

　

カ
ツ
ラ
の
大
木
に
ニ
ワ
ト
コ
が
生
え

て
い
る
が
ニ
ワ
ト
コ
の
分
が
悪
い
。

　

余
談
に
な
る
が
桜
の
切
り
株
に
桜
が

育
っ
て
い
て
「
次
世
代
の
桜
」
と
名
付

け
て
見
守
っ
て
い
た
が
干
ば
つ
の
影
響

で
枯
死
。
桜
の
切
り
株
も
み
っ
と
も
な

い
の
で
整
理
、
整
地
し
た
。

　

シ
コ
ロ
に
桜
は
既
報
の
通
り
だ
か
ら

記
載
し
な
い
が
こ
の
桜
の
共
生
は
大
変

興
味
深
い
。
今
後
の
推
移
を
温
か
く
見

守
っ
て
や
り
た
い
。
筆
者
の
生
き
て
い

る
間
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
の
だ
が
…
。

　

以
上
、
じ
っ
く
り
と
眺
め
る
と
校
庭

に
は
色
々
な
物
語
が
あ
っ
て
興
味
深

い
。
追
記
す
る
と
春
、
草
刈
り
を
終
え

た
校
庭
に
デ
ー
ジ
ー
が
伸
び
て
き
て
一

斉
に
花
が
開
く
。
こ
れ
は
実
に
壮
観
で

校
庭
が
一
面
、
花
畑
と
な
る
。（
6
月
10

日
こ
ろ
）

　
育
樹
の
現
場
か
ら

■ 

協
力
者
募
集

　

緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
も
発
足
か

ら
16
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
開
校
時
の

古
野
校
長
の
緑
豊
な
教
育
環
境
へ
の
強

い
思
い
は
、
時
と
し
て
止
ま
っ
て
し
ま

い
そ
う
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
か
ろ
う

じ
て
今
日
ま
で
繋
い
で
来
た
の
が
本
当

の
と
こ
ろ
で
す
。
今
流
行
の
持
続
可
能

な
開
発
目
標
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標

の
中
に
気
候
変
動
に
関
し
て
や
、
陸
の

豊
か
さ
、
海
の
豊
か
さ
、
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
環
境
汚
染
、
温

暖
化
な
ど
も
関
連
し
て
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
環
境
問
題
に
対
応
す
る
に

は
判
断
が
つ
く
ま
で
の
時
間
が
長
い
だ

け
に
即
効
薬
は
な
く
気
が
付
い
た
時
に

は
既
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
で
す
。
当

委
員
会
も
大
事
な
事
業
を
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
す
ぐ
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
出
来
る
こ
と
を
さ
さ
や
か
で
も

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
現
委
員
は
18
名
で
す
が
決
し

て
お
若
い
委
員
は
居
ず
山
林
を
見
回
り

す
る
の
も
難
儀
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
事
業
継
続
の
た
め
の
将
来
の
こ
と

を
心
配
し
て
い
ま
す
。
大
ま
か
な
方
向

性
が
出
来
て
基
礎
も
あ
り
ま
す
の
で
こ

れ
以
上
新
規
の
事
業
を
興
さ
ず
、
一
年

の
仕
事
量
も
減
ら
し
な
が
ら
現
事
業
に

対
応
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
い
ず
れ

限
界
も
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
訳
で
新
し
い
若
い
力
を
求
め

て
い
ま
す
。
是
非
一
緒
に
汗
を
流
し
ま

し
ょ
う
。

白樺の切り株に色々と

イチイにカツラ

カツラにニワトコ 切株にニワトコ

桜にイチイ、松

すももの樹に
桜とイチイ

満開のデージー
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緑の学び舎運営委員会
《令和５年度・事業報告　総会時まで報告済分》
◎２月７日　�校庭の通路上の枝の雪が危険なので枝払いを行う。
◎４月８日　第１回緑の学び舎運営委員会開催
　　　　　　於・プラザ富士屋
◎４月20日　山道の残雪調査。以後４回
◎５月１日　樹元のネットを緩める。校庭の一部樹木のみ

《令和５年度・事業報告》
◎カラスのねぐら化排除対策出役　１月～ 12月随時
◎５月13日　春作業
◎６月15日　不法投棄処理
◎９月21日　掻き起し作業打ち合わせ
◎10月4・5日�両日で掻き起し作業終了
◎10月８日　秋作業
◎10月８日　�卒業記念植樹第14回「ドロノキ」快晴の中で

開催
◎10月９日　作業後の確認
◎10月12日　秋作業の追加作業
◎11月８日　殺鼠剤追加散布
◎11月19日　ＱＲコード付標識のテスト設置
◎12月10日　ＱＲコード付標識の追加テスト設置

《令和６年度・事業計画》
◎第１回運営委員会�　�
◎�春季作業及び管理
　　校庭及び同窓会林　５月12日（残雪状況で変更あり）
◎夏季管理　校庭及び同窓会林
◎秋季作業及び管理　校庭及び同窓会林
◎第15回卒業記念植樹「ミズナラ」
◎延期になっている記録史の発刊　前回から11年分
◎散策路の下準備
◎�掻き起し地へのカラマツ新品種「グリーンラーチ」植栽策
検討

《春作業報告》
2023/05/13

参加者：堀川、竹林、寺前、石川（幸）、
山田、南、村中、溝口　　　　

　これ以上ない！　そう断言できる真っ青な空に澄んだ空
気。元気の出る一日の始まりだ。こんな好天を与えてくれた
見えない幸運に感謝。
　車一杯に必要品を積み込んで出発。山道はほとんど心配な
し。修練道場分岐から湧雲の泉への山道は前日に中本土建で
階段の手摺の設置に来てくれていたので問題なく通過でき
た。階段の手摺の確認。湧水量の確認。コーヒー用の水をゲッ
トして道すがらに咲く沢筋のエゾノリュウキンカは咲き始め
なので新鮮で溌溂としてしかも美しい。あたりの木々は新葉
が未だ出ていないから遠くまで透けて見える山間を横目に分
岐に戻る。
　山道脇の頭上の桜が咲きこぼれていた。ちょうど見頃だ。
カーブを数度曲がって現場到着。作業を開始する。まだ草が
伸びていない広場は一層広く感じる。これが夏には草で覆わ
れると狭くなってしまう。
　保護用のネットを再設置する班と土管を埋める班に分かれ
る。木々の成長によって太くなりネットがパンパンに張り

切っていないかの確認をしてもらいながらネットの緊張を緩
めてもらう。確認と再設置の繰り返しになる。
　土管設置班は50㎝の土管４本を平に並べて土管脇を土砂
で固めた。埋め立てる土は道路わきの雨切り誘導溝を設けた
時の土砂を転用した。こちらを整備することで道路の雨水も
スムーズに流すことができる様になった。一挙両得とはこの
ことだ。下地ができたので下段から階段の石も組みなおして
積み直しをしたので昇り降りも非常に安定さを増した。無事
完成。
　ネット点検作業の間に来年は開催できるかもしれないお花
見の予習のためのお肉と飲み物を取りに行く。脚立代わりの
野菜コンテナが丁度
８個あり、それを椅
子代わりにして中央
にコンロと鍋を設置
した。本当に風もな
く暑いくらいで絶好
の花見日和となった。
肉の他にホルモンを準備してもらったが美味しいホルモンも
呑み込める大きさにカットしなおさないと呑み込めない年齢
の方ばかり。次回はカットホルモンを作ってもらおう。
　残念なことは高度差で桜の花には少し早かった。ほころび
始めが１本。他はほとんど開花前の状態。自生の桜２本もま
だ開花せず。それにしても予想の開花日より遅れた。平地が
開花した頃の気温とその後の低温が進行を遅らせていたよう
だ。あと４、５日後が良いようだ。もし、来年同窓会の花見
を開催するとしたら、花見の日程を決めるのは難しい。
　加えて、参加者への連絡方法も難しい。今回は前哨戦とい
うことで委員だけで開催したのでできたが案内は難しい。前
日の役員会でご案内をさせていただいたが前日ということで
参加者はゼロだった。委員間では「一回はやったほうがいい
ね」「準備に協力します」ということなので開催の方向で進
めようと思う。後はバスとトイレの問題を解決すればよいの
かも。
　食事後に下山し、校庭に移動。校庭の木々の根元のネット
を確認し、きついものは緩和した。時期は終わったがシコロ
桜の確認。シウリサクラのカレハガの確認などに加えて既存
木との共生木の多さを見てもらう。狭い中にも自然の不思議
さと豊かさを感じる校庭になっている。作業は大変だったけ
れど充実した中で終了。秋作業までの再開を期した。

《秋作業》
2023/10/08

参加者：轡田会長、堀川、岡部、坪田、　　
村中、山田、南、石川（雅）、溝口

　雨裂のひどかった山道も前日（７日）に復旧作業を行って
くれた。おかげで雲一つない真っ青な空の下で気持ちよく車
を走らせることができた。本当に素晴らしい植樹日和となっ
た。幾曲りかを経て現場に着くとほぼ全員が到着済だった。
打ち合わせを行う。
１．桜の樹にＮＯ札の取り付け…桜の樹は35本だった
２．チューガードネットの確認…ゆるめる
３．植樹手順の確認　食事場所と植樹場所が違うこと
４．�新規に石段をつけること　掻き起しの地から岩と土を運ぶ
５．食事会場の設置
　掻き起しを行った植樹会場の土地は石が多くて足元が不
安定だし穴を確保するのに大変苦労した。添え木を打ちこ

花見の予習
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むのも大変だった。今回、新しく80㎜の
打ち込みハンマーを作成したので大いに
助かった。カケヤを使っていたのがウソ
のようだ。掻き起しのため誘導路の足場
が悪いので石をよけて踏み固めて歩道を
作った。これでここの準備作業はいった
ん終了。掻き起しの土地から石や土を運
んで作った石段は結構時
間がかかった。結局植樹
の後の作業になった。
　卒業記念植樹を終了し
た後、残りの作業を終わ
らせて校庭の作業は後日
にして本日の山の作業はこれにて終了し現地解散としました。

《掻き起し下見、打ち合わせ　作業》
参加者：岡部・溝口・組合　久村参事

09/21　�久村氏の予定に合わせて８：00に現地集合。掻き
起しの現場で作業範囲の打ち合わせを行う。上段は
成木を除いて既存の樹木も含めて笹の掻き起しを行
う。下段は同窓会用地迄掻き起してクリーンラーチ
を植えることを前提にした。上段は記念植樹の用地
として確保する。

10/03　�作業車を乗せた車がスカイラインから入られないの
で別ルートから入って途中に駐機していて自走で現
場まで入り、掻き起し予定地の上部の下側を終了した。

10/04　�植樹した樹木の残す部分と作業を行う部分の打ち合
わせ。8：00現場で久村参事とオペレーターと打ち
合わせを行った。植樹した分は作業に支障があれば

目をつむるので残せるものは残してほしい旨お願い
をする。掻き起し作業というのはもう少し平らにな
るものかと思っていたが想像以上に凸凹で今後の作
業に難儀しそうな予感がする。

10/05　�同窓会林の境界まで作業は終了していた。作業車も
撤退していた。

10/09　�下段の掻き起し現場に入る。石の埋設状況は意外と
少なくて土が多い。若干斜面が急なのでカラマツを
植えたほうがよさそうだ。西側の林のそばにシコロ
桜を植えたくなった。

《校庭の樹木にラベル設置》
　令和５年度の３月まで勤務していた間校長がふと漏らした
「校庭の樹木に説明のラベルがあったら生徒にも来客の方も
うれしいのですが…。これだけの樹があっても名前がわから
ない」との一言が気になっていて「確かにそうだよなぁ」と
の思いが日増しに強まっていました。この一言が気にはなっ
ていたのですが木の名前だけでなく特徴や由来がわかれば
もっと喜んでもらえると欲張ってみたが情報量が多すぎてラ
ベル板に書ききれない。

　そこで今の時代の解決の方法とし
てQRコードにスマホをかざしても
らえばホームページに飛ぶようにし
てみました。今年は実験的に簡易ラ
ベルを５か所設置してみました。現
場で春夏秋冬にさらしてどのような
変化を経ていくのか楽しみです。
　QRコードスキャナーでQRコードを読み取ってみてください。
　説明が画面に表示されます。

《第１回緑の学び舎運営委員会　報告》
2023/04/08

参加者：坪田・堀川・岡部・三上・末松・山田・
南・妻神・石川（雅）・村中・溝口 　　

　昨年９月頃からの行動制限の緩和以来、漸く2023年３月
13日からマスク着用が個人判断になったのに合わせてコロ
ナに翻弄された時代から解放。３年ぶりの委員会開催ができ
る様になった。
　坪田委員長からの挨拶の後、轡田同窓会長が所用で欠席の
ため、南委員に委嘱書が同窓会三上幹事長から手渡される。
昨年１月に参加されて以来、春秋と作業に協力をしていただ
いていたが委員の皆さんに紹介する機会がなくて今委員会が
初めてのお披露目となる。強力な援軍を得て心強い限りです。
　今年度の事業内容の説明。
　春と秋の山と校庭の作業が主になること。卒業記念植樹の
今年度の「ドロノキ」の懸案事項を説明。協力を仰ぐ。委員
各位の年齢も上がってきているので作業が軽作業になるよう
な方向で今後は取り奨めていく旨を説明。また、昨年秋に纏
めた作業内容のマニュアルを委員各位が作業情報を共有でき
るように配布。
　昨年設置した石の階段下の側溝に土管（直径30cm、長さ
90cm×２個）を埋めるので調達のお願いをした。
　校庭の木々に樹種の説明のサインボードをつけたい旨の提
案。QRコード付のサインボードにする予定。今年度は特に
桜の花は早そうですが一度は山で観桜会を開催したいと企画
中でアイデアを募る。開花時期が目の前に迫っていることか
ら早急に企画を考えたい。心配なのはトイレと移動手段。
　委員会の役員の改選を行う。坪田委員長が会社の都合で委
員長の辞退を申し出られたので委員会に諮り、堀川副委員長
に委員長をお願いし、竹林委員に副委員長をお願いすること
で了解をいただきました。よろしくお願いいたします。ご挨
拶もいただきました。
　懇親会に入って３年ぶりの情報交換を和気藹々の中で開
催。あっという間に時間が経過いたしました。

クロマツ
（黒松）

マツ科
石段設置作業

掻き起し作業

樹木ラベル設置

運営委員会

石段設置前



15 FUKAGAWA  WEST  HIGH  SCHOOL

令和５年度　高野連・高体連・高文連大会の成績結果　　紙面の都合上、一部を掲載しております。

【陸上部】
《全道大会》

　女子　一戸　夕菜� 100m� 予選：13”77（−1.5）
　� 走幅跳�予選：4m86（+1.0）自己ベスト
　　　　廣瀬　未侑� 走高跳�予選：NM（記録なし）
　　　　多田　悠理� 砲丸投�予選：11m21、決勝：10m63＜第６位＞� 全国大会進出
� 円盤投�予選：32m06、決勝：35m34＜第２位＞� 全国大会進出
《高体連支部予選》

　男子　幸﨑　太一� 100m� 予選� 11"68（−1.0）� 決勝� 11"66（−0.1）
　� 200m� 予選� 23"97（−0.3）� 決勝� 23"80（−1.2）
　� 400m� 予選� 53"55��PB� 決勝� 53"94＜第４位＞
　　　　富田　　龍� 100m� 予選� 12"43（-0.1）PB
� 200m� 予選� 25"65（0.0）
� 400m� 予選� 58"44
　　　　齋藤　陸穏� 800m� 予選� 2'29"03�／�1500ｍ� 予選� 5’13"01�PB
　　　　三好　隆太� 800m� 予選� 2’25"68�／�1500ｍ� 予選� 4’58"68�PB
　富田・三好・齋藤・幸﨑� 4×100mR�決勝� 48"71
　富田・三好・幸﨑・齋藤� 4×400mR�決勝� 3’55"72
　女子　一戸　夕菜� 100m� 予選� 13"37（+0.2）�
� � 決勝� 13"39（−0.6）＜第４位＞［全道大会進出］
� 200m� 予選� 28"92（+0.1）PB�
� 走幅跳�決勝� 4m42�（−0.2）＜第４位＞［全道大会進出］
　　　　宮崎　　栞� 走高跳�決勝� NM�
� 走幅跳�決勝� 4m18（+0.7）
� 三段跳�決勝� 8m92（−1.0）
　　　　多田　悠理� 砲丸投�決勝� 11m38�大会新記録・空知高校新記録＜第１位＞
� � � � ［全道大会進出］
� 円盤投�決勝� 34m60＜第１位＞［全道大会進出］
　　　　廣瀬　未侑� 100m� 予選� 14"96（-0.6）PB�
� 200m� 予選� 30"95（+0.2）PB�
� 走高跳�決勝� 1m30��＜第３位＞［全道大会進出］
　　　　村上　莉桜� 100m� 予選� 14"28（−1.6）
　� 200m� 予選� 29"99（+0.2）� 決勝� 30"65（+0.2）
　　　　番場ななみ� 800m� 決勝� 2’55"38＜第５位＞／砲丸投　5m50
　　　　生川　由依� 400m� 決勝� 1’11"93／走幅跳決勝�3m70（+0.1）／
� 砲丸投　5m29
　一戸・村上・宮崎・廣瀬� 4×100mR�決勝� 54"25�TB�＜第４位＞［全道大会進出］
　村上・宮崎・廣瀬・一戸� 4×400mR�決勝� 5’13"71＜第５位＞
　＊PBは自己ベスト更新、TBはチームベスト更新を表す

【男子バレーボール】
高体連空知支部バレーボール競技大会
　予選リーグ戦� 深川西０−２滝川西
　（予選敗退）� 深川西０−２岩見沢緑陵

【女子バレーボール】
高体連空知支部バレーボール競技大会　５/17～19　滝川市スポーツセンター
　予選グループ戦　　　深川西２−０岩見沢農業
　決勝トーナメント　　深川西２−０滝川
　決勝リーグ戦　　　　深川西０−２クラーク国際
　　（第３位）　　　　深川西０−２岩見沢緑陵
　　　　　　　　　　　深川西０−２岩見沢東

【バドミントン部】
2023年12月２～３日　第52回�全国高等学校選抜バドミントン選手権大会
� 北北海道予選会北空知地区予選会【深川市】
　男子団体　　　優　勝　　　　　　　　　　　　　［全道大会進出］
　男子複（１部）　優　勝　　中川　煌士・佐藤　直樹［全道大会進出］
　　　　　　　　準優勝　　津田　聖埜・今野　蕾斗［全道大会進出］
　　　　　　　　第３位　　野原　誠也・古屋　柊翔［全道大会進出］
　男子単（１部）　準優勝　　佐藤　直樹　　　　　　［全道大会進出］
　　　　　　　　第３位　　今野　蕾斗　　　　　　［全道大会進出］
　　　　　　　　第４位　　中川　煌士
　　　　　　　　８　強　　野原　誠也
　　　　　　　　３回戦　　古屋　柊翔
　　　　　　　　２回戦　　津田　聖埜
　男子単（２部）　２回戦　　吉田　竜哉
　女子団体　　　オープン参加（３名のため）【５名で出場可】
　女子複（１部）　１回戦　　山崎　歩音・和田　ゆうか
　女子単（１部）　１回戦　　山崎　歩音
　　　　　　　　１回戦　　和田　ゆうか
2023年10月21日　令和５年度　北空知地区バドミントン高校秋季大会【芦別市】
　男子複　　　　優　勝　　中川　煌士・佐藤　直樹（選抜予選　第１シード）
　　　　　　　　第３位　　野原　誠也・古屋　柊翔（選抜予選　第３シード）
　　　　　　　　１回戦　　津田　聖埜・今野　蕾斗
　男子単　　　　優　勝　　佐藤　直樹（選抜予選　第１シード）
　　　　　　　　準優勝　　今野　蕾斗（選抜予選　第２シード）
　　　　　　　　第３位　　野原　誠也（選抜予選　第３シード）
　　　　　　　　８　強　　中川　煌士
　　　　　　　　２回戦　　津田　聖埜
　　　　　　　　１回戦　　古屋　柊翔
　女子複　　　　第４位　　山崎　歩音・和田　ゆうか（選抜予選　第４シード）
　女子単　　　　８　強　　山崎　歩音
　　　　　　　　１回戦　　和田　ゆうか
2023年７月22日　全日本ジュニア出場選手選考会北空知地区予選会【滝川市】
　男子複　　　　優　勝　　中川　煌士・佐藤　直樹［全道大会進出］
　男子単　　　　１回戦　　佐藤　直樹　　　　　　［全道大会進出］　※１
　　　　　　　　　　　　　中川　煌士
　　※１　全道中学の結果により出場枠追加でエントリー
《全道大会》
2023年７月26～28日　第76回北海道バドミントン選手権大会【釧路市】
　高校男子複　　１回戦　　中川　煌士・佐藤　直樹　１−２　旭川実業
　高校男子単　　１回戦　　佐藤　直樹　　　　　　　０−２　函大有斗
　　　　　　　　１回戦　　中川　煌士　　　　　　　０−２　北海
　一般男子複　　２回戦　　北條　李桜・佐藤　虎生
　　　　　　　　　　　　　１回戦　２−０　札幌大学
　　　　　　　　　　　　　２回戦　０−２　札幌北斗
　一般男子単　　２回戦　　北條　李桜
　　　　　　　　　　　　　１回戦　２−０　札幌大学
　　　　　　　　　　　　　２回戦　０−２　ＪＲ北海道
2023年８月６～７日　全日本ジュニア出場選手選考会（北北海道）【帯広市】
　男子複　　　　１回戦　　中川　煌士・佐藤　直樹　　０−２　旭川東明中
　男子単　　　　１回戦　　佐藤　直樹　　　　　　　　０−２　池田中
《地区大会》
2023年９月16日　第70回　全空知バドミントン選手権大会（高校生の部）【滝川市】
　男子複　　　　第３位　　中川　煌士・佐藤　直樹
　　　　　　　　８　強　　津田　聖埜・今野　蕾斗
　　　　　　　　２回戦　　野原　誠也・古屋　柊翔
　男子単　　　　優　勝　　佐藤　直樹
　　　　　　　　第３位　　今野　蕾斗
　　　　　　　　８　強　　中川　煌士・野原　誠也
　　　　　　　　２回戦　　古屋　柊翔
　　　　　　　　棄　権　　津田　聖埜
　女子複　　　　２回戦　　山崎　歩音・和田　ゆうか
　女子単　　　　３回戦　　山崎　歩音
　　　　　　　　１回戦　　和田　ゆうか
2023年７月１日　選手権大会北空知地区予選会（高校の部）【滝川市】
　男子複　　　　優　勝　　中川　煌士・佐藤　直樹［全道大会進出］
　　　　　　　　２回戦　　津田　聖埜・今野　蕾斗

　　　　　　　　　　　　　野原　誠也・古屋　柊翔
　男子単　　　　優　勝　　佐藤　直樹［全道大会進出］
　　　　　　　　準優勝　　中川　煌士［全道大会進出］
　　　　　　　　８　強　　野原　誠也
　　　　　　　　２回戦　　古屋　柊翔・今野　蕾斗
　　　　　　　　１回戦　　津田　聖埜
　男子単（２部）１回戦　　吉田　竜哉
　女子複　　　　４　位　　山崎　歩音・和田　ゆうか
　女子単　　　　２回戦　　山崎　歩音
　　　　　　　　１回戦　　和田　ゆうか
《全道大会》
６月13～16日　第75回北海道高等学校バドミントン選手権大会【小樽市】
　男子団体　　　１回戦　２−３　帯広三条
　男子複　　　　２回戦　　北條　李桜・佐藤　虎生　０−２　帯広大谷
　男子単　　　　３回戦　　北條　李桜（北北海道ベスト８）
　　　　　　　　　　　　　　２回戦　２−０　網走南が丘
　　　　　　　　　　　　　　３回戦　０−２　帯広大谷
　　　　　　　　２回戦　　佐藤　虎生
　　　　　　　　　　　　　　１回戦　２−０　網走桂陽
　　　　　　　　　　　　　　２回戦　０−２　帯広大谷
　　　　　　　　１回戦　　佐藤　直樹　０−２　稚内大谷
《地区大会》
５月24～26日　第16回空知高等学校バドミントン選手権大会【岩見沢市】
　男子団体　　　優　勝［全道大会進出］
　女子団体　　　未出場
　男子複　　　　優　勝　　北條　李桜・佐藤　虎生［全道大会進出］
　　　　　　　　８　強　　中川　煌士・津田　聖埜
　　　　　　　　２回戦　　佐藤　直樹・今野　蕾斗
　男子単　　　　優　勝　　北條　李桜　　　　　　［全道大会進出］
　　　　　　　　３　位　　佐藤　直樹　　　　　　［全道大会進出］
　　　　　　　　４　位　　佐藤　虎生　　　　　　［全道大会進出］
　女子複　　　　３回戦　　山崎　歩音・和田　ゆうか
　女子単　　　　３回戦　　山崎　歩音
　　　　　　　　１回戦　　和田　ゆうか

【テニス部】 
第16回空知高等学校秋季テニス大会　９月２日～３日　深川市民コート
　深西テニス部員　男子1名
　　【男子�個人戦�シングルス・中嶋　類】
　　　１回戦　○　（深西）　６�−�１　（岩東）
　　　２回戦　○　（深西）　６�−�１　（緑陵）
　　　準決勝　○　（深西）　６�−�１　（滝西）
　　　決　勝　○　（深西）　７�−�６　（岩東）（タイブレーク）優勝
第19回�南北空知高校テニス選手権大会
　７月31日～８月２日　岩見沢市東山公園庭球場
　　　２回戦　○　〈深西〉　６�−�２　〈岩東〉
　　　３回戦　○　〈深西〉　６�−�２　〈滝西〉
　　　準決勝　○　〈深西〉　６�−�４　〈滝西〉
　　　決勝戦　×　〈深西〉　３�−�６　〈岩東〉
高体連空知支部予選
　男子シングルス　　中嶋　類　　　　　　　　優　勝［全道大会進出］
　女子シングルス　　菊池優梨花　　　　　　　準優勝［全道大会進出］
　女子ダブルス　　　菊池優梨花・羽野結莉組　準優勝［全道大会進出］

【卓球部】
　男子　学校対抗戦　予選リーグ敗退（１勝２敗）
　　　　ダブルス　　代表決定戦進出（清野・右代組）
　　　　　　　　　　２回戦進出（鷹島・谷藤組）（篠原・加津組）
　　　　シングルス　ベスト16（谷藤）３回戦進出（清野）
　　　　　　　　　　２回戦進出（加津、児見山、鷹島、篠原）
　　　　　　　　　　１回戦（右代）
　女子　ダブルス　　代表決定戦進出（傳里・中山組）
　　　　シングルス　２回戦進出（傳里）
　　　　　　　　　　１回戦（中山）

【バスケット部】
　男子　　　　　　　１回戦敗退　　対�岩見沢農業　　47−65

【野球部】
　滝川工業高校との連合チーム。
　　　　　　　　　　１回戦　　　　対�クラーク高校　０−７（７回コールド）

【放送局】
　NHK杯総合賞� 第２位（優秀賞）
　アナウンス部門� 優秀賞：上口紗穂　［全道大会進出］
� 奨励賞：稲元健介
　ラジオドキュメント部門�最優秀賞　　　　　［全道大会進出］
� 「春は恋の季節＝浮かれる男子の落とし穴」
　テレビドキュメント部門�優秀賞　　　　　　［全道大会進出］
� 「重いカバンと一緒にいると」
　創作テレビドラマ部門� 優秀賞　　　　　　［全道大会進出］
� 「げにおそろしげは・・・・」
　研究発表部門� 最優秀賞　　　　　［全道大会進出］
� 「ビデオカメラ危機」
高文連空知支部写真部春季審査会
　17点出品し次の４点が入選／秋の全道大会に出品。
　　入選［全道大会出品］� 入選［全道大会出品］
　　　／３年　中村琴美「光」� 　／３年　水野芽依「雪と木の共演」

　　入選［全道大会出品］� 入選［全道大会出品］
　　　／１年　GHIMIRE�ANJU� 　／１年　齋藤ここ菜
　　　　「雨の前触れ」� 　　「何が見えるかな？」
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25
年
間
に
感
謝　

今
号
の「
ど
ろ
や
な
ぎ
」

は
多
め
に
ス
ペ
ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
同
窓
会
報
の
手
刷
り
で
10
年
は
Ｂ
４
判

表
裏
。
前
大
西
同
窓
会
長
の
病
院
の
事
務

室
で
印
刷
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
他
校
の

会
報
を
見
て
み
る
と
ど
れ
も
ち
ゃ
ん
と
し

た
印
刷
物
。
そ
れ
に
は
予
算
が
な
く
て
ど

う
し
た
も
の
か
と
思
案
を
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
な
ん
と
か
同
窓
生
の
協
力
を
も
ら

え
た
ら
発
行
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
踏

み
切
り
ま
し
た
。
想
像
以
上
に
反
応
は
良

く
、
多
く
の
同
窓
生
の
方
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
と

は
言
え
、
や
は
り
足
が
出
ま
し
た
。
多
額

の
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
送
料
の

負
担
が
大
き
く
会
か
ら
の
持
ち
出
し
が
多

か
っ
た
た
め
５
号
で
全
員
に
送
付
す
る
の

を
取
り
や
め
と
し
、
４
年
に
一
度
は
必
ず

会
報
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
変

更
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
収
支
は
ぎ
り
ぎ
り

に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
版
か
ら
25
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
好

き
勝
手
を
許
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
同
窓

会
に
関
わ
っ
て
春
夏
秋
冬
を
幾
度
と
な
く

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
そ
の
ご
厚
意
に

反
し
な
い
よ
う
な
情
報
提
供
を
と
心
を
砕

き
な
が
ら
も
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に

遂
に
老
い
も
終
盤
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

▼
い
つ
ま
で
も
元
気
な
ら
い
つ
ま
で
も
お

手
伝
い
が
で
き
る
の
で
す
が
世
の
中
は
そ

ん
な
に
甘
く
は
な
く
、
こ
こ
ら
辺
り
が
身

の
引
き
ど
こ
ろ
か
な
と
い
う
の
が
現
実
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
思
考
力
の
減
退
は
顕
著
、
判
る
う
ち
は

い
い
の
で
す
が
判
ら
な
く
な
る
前
に
と
薬

価
年
間
２
９
８
万
円
、
保
険
適
用
「
レ
カ

ネ
マ
ブ
」
で
の
治
療
な
ど
も
頭
に
思
い
浮

か
ぶ
が
、
そ
れ
で
も
追
い
つ
か
な
い
進
行

度
合
い
。
ま
し
て
ツ
ル
ハ
で
買
え
る
よ
う

な
薬
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
目
玉
が
飛
び
出

そ
う
な
薬
に
す
が
る
の
も
詮
無
い
こ
と
。

継
続
発
行
を
断
念
し
た
こ
と
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
で

も
設
定
で
き
れ
ば
裏
金
で
も
調
達
で
き
た

ん
で
し
ょ
う
が
・
・
・
。
こ
こ
は
ひ
と
ま

ず
お
正
月
の
悲
惨
で
無
残
な
能
登
半
島
地

震
へ
の
復
興
の
さ
さ
や
か
な
お
役
に
立
つ

こ
と
の
方
が
大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
同
窓
会
と
の
か
か
わ
り
を
少
々
書
き
記

し
ま
す
と
平
成
３
年
頃
に
旧
中
２
・
３
回

生
の
大
先
輩
か
ら
な
ん
と
な
く
取
り
込
ま

れ
て
同
窓
会
に
関
わ
り
始
め
て
今
日
に

至
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
開
校
当
時
の
想

い
が
結
構
強
か
っ
た
世
代
の
先
輩
に
誘
導

さ
れ
て
関
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
４
年
に
校
舎
改
築
に
合
わ
せ
て

校
舎
内
に
あ
っ
た
宇
佐
美
常
次
郎
氏
の
胸

像
が
校
庭
に
移
設
さ
れ
、
そ
の
除
幕
式
に

出
席
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
同
時

期
に
西
側
に
深
川
市
開
村
１
０
０
年
を
記

念
し
て
５
本
の
ユ
リ
ノ
キ
を
植
え
た
と
の

話
は
今
は
亡
き
津
田
元
会
長
か
ら
聞
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
殊
の
外
、
津
田
さ
ん
は

ユ
リ
ノ
キ
が
好
き
で
し
た
。
今
は
植
え
替

え
ら
れ
た
ユ
リ
ノ
キ
が
満
開
の
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
が
お
見
せ
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
緑
の
学
び
舎

運
営
委
員
会
の
立
ち
上
げ
も
起
因
は
津
田

さ
ん
で
し
ょ
う
。
校
庭
の
緑
の
環
境
に
は

ぞ
っ
こ
ん
で
し
た
。
今
で
も
見
惚
れ
て
い

る
こ
と
を
念
じ
て
…
。

▼
宇
宙
の
誕
生
か
ら
１
３
７
億
年
、
太
陽

の
寿
命
が
１
０
０
億
年
で
地
球
の
年
齢
が

46
億
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
地
球

だ
っ
て
あ
と
54
億
年
の
命
。
話
す
の
も
は

ば
か
れ
る
し
比
較
も
で
き
な
い
壮
大
な
時

間
の
中
で
の
人
生
１
０
０
年
な
ど
は
取
る

に
足
ら
な
い
時
間
で
す
が
、
奇
跡
の
よ
う

な
出
会
い
の
中
に
学
窓
を
得
て
85
年
。
苦

難
の
大
先
輩
か
ら
希
望
と
不
安
の
未
来
へ

と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
球
が
あ
る
限

り
続
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
が
争
い
の
絶

え
な
い
人
類
で
は
い
つ
ま
で
も
つ
の
で

し
ょ
う
か
。

▼
寿
命
と
言
え
ば
樹
木
は
人
間
よ
り
遥
か

に
長
生
き
で
縄
文
杉
で
２
０
０
０
年
超
と

か
言
わ
れ
、
芦
別
市
黄
金
地
区
の
「
黄
金

水
松
」
は
１
７
０
０
年
。
納
内
神
社
の
イ

チ
イ
が
８
６
０
年
。
多
度
志
の
高
橋
峠
の

イ
チ
イ
は
７
０
０
年
。
生
き
文
の
ヤ
チ
ダ

モ
が
４
２
０
年
。
音
江
小
学
校
の
楡
の

木
は
３
５
０
年
。
深
川
神
社
の
カ
ツ
ラ
が

２
０
０
年
。
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
ど
れ
も
こ

れ
も
素
晴
ら
し
い
。

　

卒
業
記
念
植
樹
で
植
え
た
木
の
中
で
は

カ
ツ
ラ
が
一
番
長
寿
に
な
り
そ
う
で
す
が

そ
れ
で
も
巨
樹
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
は

２
０
０
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
記
念
植
樹

事
業
も
15
年
目
を
迎
え
ま
す
が
ど
ん
な
森

に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
夢
を
抱
い
て
事

業
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
見
届
け
る
に
は

頑
張
っ
て
３
回
ほ
ど
生
ま
れ
変
わ
ら
な
く

て
は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
ロ

マ
ン
そ
の
も
の
で
す
ね
。

▼
書
き
記
し
た
い
感
謝
は
沢
山
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
同
窓
生
の
皆
さ
ん
で
す
。
言

い
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
個
別
に
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
に
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
中
３
回
生
の
利
波
清
一
氏
は
同
窓
会
へ

の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
４

回
生
の
宮
脇�
敬
氏
、
氏
に
は
特
段
の
配

慮
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
窓
会
が

こ
れ
だ
け
の
事
業
を
開
催
で
き
て
い
る
の

も
全
く
持
っ
て
氏
の
お
か
げ
で
す
。
旧
中

５
回
生
の
故
・
津
田
恭
衞
氏
、
７
回
生
の

岡
部
誠
二
氏
に
は
緑
の
学
び
舎
へ
の
道
案

内
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
17
回
生
の

前
同
窓
会
長
・
大
西
道
祥
氏
に
は
フ
リ
ー

ハ
ン
ド
で
事
業
を
後
押
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
か
か
わ
っ
た
皆
様
に
は
ご
無
理

を
お
か
け
し
た
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
で

し
ょ
う
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。
大
変
と
い

え
ば
大
変
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
充
実

し
た
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
北
空
知
新
聞
社
か
ら
は
紙
面
を
埋
め
る

た
め
に
毎
回
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
記
事

を
今
回
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
年
の
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
号
で
は
北
海
道
新
聞
社
の
出
井
氏
に
も

写
真
の
提
供
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
今
後
ど
う
い
う
形
で
情
報
提
供
が
で
き

る
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

か
ら
も
良
い
お
知
恵
を
お
貸
し
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

�

情
報
発
信
委
員
会　
　
　
　
　

�

（
溝
口
信
義
・
記
）（
18
期
）

【
お
願
い
】

※
資
料
収
集
の
お
願
い
。
毎
度
の
こ
と
で

す
が
古
い
資
料
が
あ
れ
ば
と
探
し
て
い
ま

す
。
生
き
て
い
る
う
ち
に
は
捨
て
ら
れ
な

い
資
料
も
残
さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て
は
ゴ

ミ
で
す
。
こ
う
し
て
貴
重
な
資
料
も
散
逸

し
て
確
保
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
開
校
百

年
が
手
の
届
く
と
こ
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で

お
願
い
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
ご
提
供
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ

れ
ば
是
非
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。
お
借

り
で
き
る
も
の
は
コ
ピ
ー
を
し
て
お
返
し

い
た
し
ま
す
。（
お
届
け
、
連
絡
は
学
校

ま
で
）

【
書
籍
等
の
ご
案
内
】

※ 

創
立
五
周
年
・
復
刻
版

　

昭
和
23
年
７
月
20
日
発
行

　
（
A
5
判�

１
３
４
ペ
ー
ジ
）

※ 

十
周
年
記
念
誌
・
復
刻
版

　

昭
和
18
年
４
月
25
日
発
行

　
（
Ａ
５
判
41
ペ
ー
ジ
）

※ 

創
立
20
周
年
記
念
誌
・
復
刻
版

　

昭
和
33
年
９
月
６
日
発
行

　
（
Ｂ
５
判
１
０
２
ペ
ー
ジ
）

※ 

緑
の
学
び
舎
運
営
委
員
会
・
五
周
年
記

録
史
「
緑
魂
は
時
空
を
超
え
て
」

　

残
部
五
部
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
Ａ
４
判　
１
５
４
ペ
ー
ジ　
ほ
と
ん
ど
カ
ラ
ー
）

※
校
歌
・
学
生
の
歌
・
逍
遥
歌
の
Ｃ
Ｄ

　

�

Ｃ
Ｄ
は
卒
業
生
へ
記
念
品
と
し
て
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

※ 

第
60
回　

全
校
コ
ー
ラ
ス
大
会
の
記
念

Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

�

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
当
時
の
全
校
生
徒
に
記

念
品
と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※ 

緑
の
系
譜
２
０
１
９　
「
緑
魂
は
時
空

を
超
え
て
」
ブ
ル
ー
レ
イ

　

映
像
は
き
れ
い
で
す
。
在
庫
が
少
々

　

い
ず
れ
も
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
中
で
入

手
希
望
の
方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
郵
便
振

込
に
て
お
申
込
い
た
だ
け
れ
ば
送
料
込
み

の
一
、〇
〇
〇
円
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
。

入
手
希
望
の
方
は
左
記
口
座
に
郵
便
振
込

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

口
座
番
号
は

�

０
２
７
７
０

−

２

−

４
５
４
３
５

加
入
者
名
・

�

北
海
道
深
川
西
高
等
学
校
同
窓
会校庭錦秋　2023/10/30

ど
ろ
や
な
ぎ

（
編
集
後
記
）


